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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
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第 2、第 4土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第１、第3、第 ５土曜日‥‥１０〜１8時

先
日
、
登
山
愛
好

者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
ク
イ
ズ
を

行
な
い
ま
し
た
。

「
平
成
24
年
に
長

野
県
で
山
岳
遭
難

が
あ
っ
た
そ
の
日

の
天
候
は
？
」
雪
の

日
、
雨
の
日
、
晴
れ

の
日
の
割
合
を
3

択
方
式
で
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
は

ど
れ
が
正
解
だ
と

思
い
ま
す
か
。

正
解
は
C
。
長
野
県
で
発
生
し
た
山

岳
遭
難
の
約
8
割
は
晴
れ
や
曇
り
の
日

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
A
や
B
の
い
わ

ゆ
る「
気
象
遭
難
」を
想
像
し
た
方
が
57

％
。
登
山
愛
好
者
の
回
答
に
も
か
か
わ

ら
ず
半
数
以
上
が
不
正
解
で
し
た
。

「
晴
れ
な
の
に
、
何
で
遭
難
し
ち
ゃ
っ

た
の
？
」「
油
断
し
て
た
の
か
な
？
」と

い
っ
た
疑
問
に
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

遭
難
件
数
は
4
年
連
続
で
最
多
更
新

平
成
25
年
に
長
野
県
の
山
岳
を
訪
れ
た

登
山
者
は
約
73
万
人
で
平
成
21
年
に
比

べ
40
％
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の

間
の
遭
難
件
数
は
73
％
増
加
し
、
つ
い

に
３
０
０
件
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
成
5
年
は
95
件
で
し
た
の
で
、
20

年
間
で
3
倍
以

上
も
増
加
す
る

と
い
う
憂
慮
す

べ
き
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
25
年
の
死

者
・
行
方
不
明

者
は
74
人
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は

新
た
な
遭
難
防

止
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
昨

年
10
月
に
山
岳

関
係
者
11
人
か

ら
な
る
「
山
岳

遭
難
防
止
対
策

検
討
会
」（
以
下

「
検
討
会
」）
を

設
置
し
、
座
長
に
は
日
本
山
岳
会
副
会

長
で
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
遭
難
事
故
調
査

特
別
委
員
会
の
座
長
を
務
め
ら
れ
た
節

田
重
節
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

な
ぜ
増
え
る
山
岳
遭
難
事
故

検
討
会
で
は
近
年
の
事
故
多
発
要
因

を
ま
ず
分
析
し
ま
し
た
。

①
遭
難
者
の
８
割
が
中
高
年
登
山
者

平
成
25
年
夏
の
長
野
県
の
調
査
に
よ

る
と
、
登
山
者
の
約
6
割
が
40
歳
以
上
の

中
高
年
者
で
し
た
が
、
遭
難
者
で
は
約
8

割
を
中
高
年
者
が
占
め
て
い
ま
し
た
。
特

に
「
遭
難
の
お
年
ご
ろ
」
は
遭
難
者
全
体

の
約
30
％
を
占
め
る
60
代
で
、
次
い
で

50
代（
17
％
）、
40
代（
16
％
）で
し
た
。

中
高
年
登
山
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
団
塊
世
代
が
60
代
半
ば
を
迎
え

た
現
在
は
、「
高
齢
者
登
山
」の
時
代
に

入
り
始
め
た
と
も
言
え
ま
す
。
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山
岳
遭
難
が
急
増
‼
４
年
連
続
で
最
多
更
新

長
野
県
・
長
野
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
会

誤
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
山
岳
遭
難
の
イ
メ
ー
ジ

（表１） 
         遭難したその日の天候の割合（平成２４年） 
                               （単位：％） 

 吹雪・雪 雨・霧・雷雨 晴・曇 不明 回答（人） 

A ７９％ １３％ ４％ ４％ ９ 
B １８％ ４３％ ３５％ ４％ ４８ 
C ４％ １３％ ７９％ ４％ ４３ 
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（グラフ２） 
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�代������（��２５�）こ
の
世
代
の
特
徴
は
、
若
い
こ
ろ
の

成
功
体
験
と
現
在
の
体
力
や
健
康
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い

方
が
多
く
、
特
に
下
山
時
に
転
落
・
滑

落
・
転
倒
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
体
力
や
筋
力

が
落
ち
、
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
自

覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
特
に
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
事

故
が
目
立
ち
、
13
人
の
中
高
年
登
山
者

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
家
族

か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
全
員
心
臓
病

の
既
往
症
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

富
士
山
の「
弾
丸
登
山
」が
話
題
に
な

り
ま
し
た
が
、
登
山
は
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
な
い
ま
ま
普

段
行
な
っ
て
い
な
い
長
時
間
の
登
山
で

心
臓
に
負
担
を
か
け
続
け
る
こ
と
の
危

険
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
遭
難
原
因
の
ト
ッ
プ
は

「
道
迷
い
」（
41
・
6
％
）で
す
が
、
長
野

県
の
場
合
は「
転
落
・
滑
落
」「
転
倒
」が

全
体
の
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
急
峻
で
厳
し
い
長
野
県
の
山
岳
環
境

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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県

②
技
術
・
知
識
の
乏
し
い
初
心
者

昨
年
夏
、
県
内
各
山
域
で
登
山
者
の

登
山
経
験
年
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

2
年
未
満
と
い
う
方
が
約
3
割
で
し
た
。

つ
ま
り
1
年
前
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
登

山
を
始
め
た
と
い
う
初
心
者
が
、
長
野

県
の
急
峻
な
山
岳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
と
い
う
実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、「
登
山
デ
ビ
ュ
ー
は
ど

こ
？
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、ほ
と
ん
ど
の

方
が
富
士
山
と
回
答
。
３
７
７
６
ｍ
の

山
に
登
れ
た
か
ら
、
次
は
北
ア
ル
プ
ス

の
３
０
０
０
ｍ
級
を
目
指
す
と
い
う
登

山
者
に
何
人
も
出
会
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
岳
に
関
す
る
情
報
の
入
手

方
法
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
雑
誌
が
中
心
で
、
山
岳
会
等
の
組

織
に
属
さ
な
い
た
め
、
経
験
者
か
ら
実

戦
的
な
学
習
や
訓
練
を
受
け
る
機
会
は

少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。さ
ら
に
、非

常
用
の
携
行
装
備
品
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

次
の
よ
う
な
結
果
で
し
た
。

（グラフ４） 
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非
常
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携
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地
図
／

コ
ン
パ
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% 携帯している非常装備

Ｇ
Ｐ
Ｓ

雨
具
を
持
た
な
い
方
、
非
常
食
、
地

図
・
コ
ン
パ
ス
を
持
た
な
い
方
、
日
帰

り
で
あ
っ
て
も
道
に
迷
い
、
日
が
暮
れ

た
場
合
に
必
要
と
な
る
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

を
携
帯
し
な
い
方
な
ど
、
登
山
の
基
本

的
な
知
識
の
な
い
方
が
一
定
数
い
た
こ

と
は
驚
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

③
危
険
意
識
の
欠
如
し
た
登
山
者

検
討
会
で
一
番
議
論
と
な
っ
た
の
は
、

山
の
世
界
で
は
当
然
の
よ
う
に
受
け
継

が
れ
て
き
た「
自
己
責
任
」に
つ
い
て
で

し
た
。

登
山
は
生
命
の
危
険
と
隣
合
わ
せ
の

山
に
自
ら
入
る
行
為
で
あ
る
た
め
、

「
自
己
責
任
」が
原
則
で
す
が
、
観
光
旅

行
の
延
長
で
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
登
山
の
レ
ジ
ャ
ー
化
に
よ
り
、
こ

の
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
の
指

摘
が
多
く
の
委
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

最
終
責
任
は
自
ら
負
う
し
か
な
い
危

険
な
山
域
に
自
ら
入
る
と
い
う
認
識
に

乏
し
い
登
山
者
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

上
高
地
か
ら
歩
い
て
3
時
間
の
横
尾

は
、
槍
ヶ
岳
、
穂
高
連
峰
、蝶
ヶ
岳
等
へ

の
分
岐
点
で
す
。
昨
年
夏
、
週
末
を
中

心
に
24
日
間
こ
こ
で
登
山
者
に
対
す
る

情
報
提
供
と
相
談
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。そ
こ
で
登
山
者
に
平
成
24
年
の
槍
・

穂
高
連
峰
の
遭
難
件
数
・
死
亡
者
数
と

遭
難
場
所
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
地
図
を
示

し
ま
し
た
。
年
間
の「
遭
難
件
数
70
件
・

死
亡
事
故
9
件
」に
は
、ベ
テ
ラ
ン
登
山

者
も
初
心
者
も
一
様
に
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。「
こ
ん
な
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に
遭
難
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
の
！
」

「
こ
ん
な
に
亡
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す

か
！
」と
。

自
分
が
こ
れ
か
ら
行
く
山
域
が
命
の

危
険
と
隣
合
わ
せ
の
場
所
で
あ
る
こ
と

を
多
く
の
人
が
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

遭
難
増
加
の
本
当
の
理
由

気
象
遭
難
は
大
量
遭
難
に
な
る
ケ
ー

ス
も
多
く
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
す
が
、

単
発
の
登
山
日
和
の
遭
難
は
あ
ま
り
取

り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
一

般
的
に
、
山
岳
遭
難
は
悪
天
候
に
よ
り

発
生
す
る
と
の
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

遭
難
の
本
当
の
原
因
は
次
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
ま
す
。

①
命
の
危
険
と
隣
合
わ
せ
の
山
域
に
入

る
と
い
う
覚
悟
が
乏
し
い
ま
ま
入
山
し

て
い
る
。

②
ネ
ッ
ト
等
の
成
功
体
験
や
過
去
の
登

山
経
験
を
ベ
ー
ス
に
し
、
現
在
の
登
山

力
量
に
合
わ
な
い
山
選
び
を
し
て
い
る
。

③
系
統
的
に
登
山
者
の
登
山
力
量
を
高

め
る
仕
組
み
が
社
会
的
に
十
分
整
っ
て

い
な
い
。

自
然
へ
の
関
心
や
健
康
志
向
の
高
ま

り
か
ら
登
山
を
始
め
る
方
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
体
力
や
知
識
、
技

術
が
十
分
で
な
い
登
山
者
の
増
加
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
山
の
厳

し
さ
は
昔
も
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き

る
総
合
的
な
登
山
力
量
を
身
に
付
け
、

安
全
で
楽
し
い
登
山
が
で
き
る
よ
う
、

一
人
一
人
の
登
山
者
の
研
鑽
・
努
力
と

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
必
要
と

言
え
ま
す
。

検
討
会
報
告
書
の
中
で
座
長
の
節
田

重
節
氏
は「
山
を
敬
い
、
山
を
畏
れ
る
、

謙
虚
な
姿
勢
こ
そ
が
登
山
者
を
護
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。」と
の
言
葉
を

寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

遭
難
防
止
対
策
の
方
向
性

検
討
会
か
ら
は
県
や
登
山
関
係
団
体

が
今
後
講
ず
る
べ
き
対
策
の
方
向
性
を

ご
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

①
登
山
者
の
情
報
入
手
ツ
ー
ル
に
対
応

し
た
情
報
提
供

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
誌
、ま
た
、
登

山
に
関
わ
る
企
業
を
通
じ
た
情
報
提
供

②
登
山
力
量
に
応
じ
た
登
山
計
画
作
成

の
た
め
の
支
援

遭
難
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
や
山
岳
ル
ー
ト

別
難
易
度
（
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
の
作

成
・
周
知

③
リ
ス
ク
を
リ
ア
ル
に
認
識
さ
せ
る
啓

発
遭
難
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知

や
遭
難
多
発
現
場
の
調
査
と
標
示

④
高
齢
者
、
単
独
登
山
者
へ
の
注
意
喚

起
登
山
口
な
ど
で
の
登
山
者
へ
直
接
指

導
の
充
実
と
、
高
齢
者
や
単
独
登
山
者

の
遭
難
実
態
の
周
知

⑤
登
山
安
全
教
育
の
推
進

「
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
実

施
す
る
安
全
登
山
講
座
の
充
実
や
、
県

が
委
嘱
し
た
山
岳
遭
難
防
止
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
に
よ
る
安
全
登
山
啓
発
遵

守
す
べ
き
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
普
及

検
討
会
か
ら
は
、
登
山
者
が
遵
守
す

べ
き
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
具
体
的
に
ま

と
め
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
は
登
山
者
の
多
く
は
地

域
、
職
場
、
学
校
の
山
岳
会
な
ど
に
所

属
し
、
系
統
的
・
体
系
的
に
山
や
登
山

の
知
識
を
学
び
、
先
輩
と
の
山
行
に
お

い
て
実
戦
的
な
登
山
力
量
を
高
め
、
併

せ
て
山
中
に
お
け
る
危
機
管
理
能
力
を

高
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
山
岳
会
等
へ
の
加
入
者
が
減

少
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
等
か

ら
登
山
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
山
の
醍

醐
味
や
楽
し
さ
が
強
調
さ
れ
、
専
門
知

識
や
危
険
情
報
に
つ
い
て
は
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
長
野
県
と
登

山
関
係
者
が
登
山
者
が
遵
守
す
べ
き

「
登
山
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
」を
具
体
的

に
提
示
し
、
こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
登
山
者
の
安
全
意
識
の
向
上
を
促
す

べ
き
と
の
提
言
で
す
。

お
わ
り
に

長
野
県
遭
難
防
止
対
策
協
会
（
遭
対

協
）で
は
、山
岳
救
助
を
テ
ー
マ
に
し
た

漫
画﹃
岳
﹄の
主
人
公
・
島
崎
三
歩
を
遭

対
協
の「
特
別
隊
員
」に
委
嘱
し
、
登
山

者
に「
3
つ
の
約
束
」を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。「
山
を
汚
さ
な
い
！
」「
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
！
」「
無
事
家
に
帰

る
！
」で
す
。

長
野
県
・
県
遭
対
協
で
は
皆
様
の
登

山
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
3
つ
の
約

束
を
胸
に
、
安
全
に
山
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
長
野
県
で
は
、
前
述
し
た
と

お
り
、「
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
」

（
大
町
市
）に
お
い
て
登
山
の
入
門
コ
ー

ス
か
ら
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
ま
で
26
年
度

は
55
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
安
全
登
山

の
た
め
の
知
識
・
技
術
の
習
得
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
団
体
が
開
催
す
る
安

全
登
山
講
習
会
を
支
援
す
る
た
め
、
県

遭
対
協
で
は
「
山
岳
遭
難
防
止
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
の
派
遣
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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「
山
の
日
」
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
法

案
が
３
月
28
日
、
超
党
派「
山
の
日
」制

定
議
員
連
盟
の
自
民
、
公
明
、
民
主
な

ど
与
野
党
９
党
に
よ
る
共
同
提
案
で
衆

議
院
に
提
出
さ
れ
た
。今
国
会（
会
期
は

６
月
22
日
ま
で
）
で
成
立
す
る
公
算
が

大
き
い
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
祝
日
法

の
改
正
案
は「
山
の
日
」を
お
盆
休
み
に

繋
が
る
８
月
11
日
と
定
め
、「
山
に
親

し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝

す
る
」と
意
義
づ
け
て
い
る
。施
行
は
２

０
１
６
（
平
成
28
）年
１
月
か
ら
で
、
準

備
期
間
が
2
年
ほ
ど
あ
る
。

13
年
４
月
の
発
足
以
来
、
同
議
員
連

盟
は
14
回
に
及
ぶ
総
会（
勉
強
会
）を
開

き「
山
の
日
」制
定
に
か
か
わ
る
様
々
な

課
題
、
問
題
点
に
つ
い
て
関
係
省
庁
な

ど
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
検
討
を
重
ね

た
。
自
然
保
護
と
山
の
適
正
利
用
、
祝

日
増
が
中
小
企
業
に
与
え
る
影
響
、
健

康
登
山
の
楽
し
み
な
ど
、祝
日
化
の
論

点
、問
題
点
が
総
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。日

本
山
岳
会
な
ど
山
岳
５
団
体
で
つ
く
る

「
山
の
日
」制
定
協
議
会
の
代
表
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
、
求
め
に
応

じ
て
意
見
を
述
べ
た
。

そ
う
し
た
経
緯
、
論
点
、
資
料
を
議

連
の
幹
部
が
ま
と
め
た
書
籍﹃
い
ま「
山

の
日
」制
定
﹄が
３
月
12
日
に
発
刊
さ
れ

た
。
山
岳
５
団
体
が
推
し
た
６
月
第
1

日
曜
日
で
は
な
く
８
月
11
日
を
祝
日

「
山
の
日
」と
し
た
選
択
理
由
に
つ
い
て

も
書
か
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
各
支

部
に
は
１
冊
ず
つ
お
届
け
し
た
。

さ
て
、
テ
ー
マ
を
私
た
ち
日
本
山
岳

会
の「
山
の
日
」運
動
に
移
そ
う
。
今
後

の
活
動
を
ど
う
展
開
す
べ
き
か
―
。

祝
日
の
実
現
と
国
民
運
動
と
し
て
の

全
国「
山
の
日
」制
定
協
議
会
の
活
動
が

〝
車
の
両
輪
〟で
あ
る
こ
と
は
当
会
報
１

月
号
で
述
べ
た
。
そ
の
認
識
を
共
有
し
、

幅
広
く「
山
の
日
」の
理
念
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。
法
案
の
成

立
は
も
ち
ろ
ん
願
う
と
こ
ろ
だ
が
、
単

に
祝
日
の
制
定
で
終
わ
る
運
動
で
な
い

こ
と
は
、
会
員
各
位
ご
承
知
の
と
お
り

で
あ
る
。よ
り
重
視
し
た
い
の
は《
山
を

尊
び
、
山
に
親
し
み
、
登
山
へ
の
関
心

を
高
め
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
に
引
き
継
ご
う
》
と
い
う
運
動
開
始

当
初
か
ら
の
理
念
の
実
践
で
あ
る
。

国
民
的
な
広
が
り
を
持
つ
こ
の
運
動

の
な
か
で（
イ
）登
山
の
愛
好
者
と
し
て

ど
の
よ
う
に
山
と
向
き
合
い
、
山
の
恵

み
に
感
謝
す
る
の
か（
ロ
）い
か
に
し
て

他
の
山
岳
団
体
や
行
政
、
自
治
体
と
連

携
を
深
め
る
か
、
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

こ
れ
は
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

自
然
保
護
委
員
会
の
活
動
、
最
近
ス
タ

ー
ト
し
た
家
族
登
山
の
普
及
企
画
（
会

報
2
月
号
で
報
告
さ
れ
た
）
な
ど
に
そ

の
ま
ま
結
び
つ
く
課
題
で
、
現
在
の
活

動
の
延
長
線
上
に
目
標
設
定
が
で
き
る

と
思
う
。

支
部
に
お
い
て
は
、
全
国
各
地
で
登

山
関
連
の
企
画
を
立
案
、
実
施
し
、
国

民
の
間
に「
山
の
日
」へ
の
共
感
と
理
解

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

な
お
、
昨
年
11
月
に
発
足
し
た
全
国

「
山
の
日
」制
定
協
議
会
は
3
月
4
日
の

臨
時
総
会
で
規
約
を
改
定
し
、《「
山
の

日
」を
制
定
し
、そ
の
意
義
を
広
く
国
民

に
伝
え
、「
山
の
日
」に
か
か
わ
る
広
範

な
分
野
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
》と
、

そ
の
目
的
を
制
定
後
に
ま
で
広
げ
て
規

定
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（「
山
の
日
」制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

萩
原
浩
司　

成
川
隆
顕
）

▪
全
国
協
議
会
に
入
会
の
お
願
い

全
国「
山
の
日
」制
定
協
議
会
の
個
人

会
員（
年
会
費
一
口
５
千
円
）、
法
人
会

員
（
同
3
万
円
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

運
営
費
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に
使
い

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本
山
岳
ガ
イ

ド
協
会
内
事
務
局
の
馬
場
佳
子
ま
で
。

＝
０
３-

６
４
５
７-

４
５
２
２　

＝
０
３-

３
３
５
８-

９
７
８
０ 

＝baba@
jfm

ga.com

衆議院事務総長に「山の日」法案を提出した各党議員

『いま「山の日」制定』の表紙

N
ew

s

祝
日｢

山
の
日｣

法
案 

衆
院
提
出

　

支
部
各
地
で
登
山
関
連
企
画
の
実
施
を　
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支
部
事
業
補
助
申
請
審
査
報
告

森
会
長
の
肝
い
り
で
開
始
さ
れ
た
支

部
事
業
補
助
の
申
請
を
受
け
付
け
て
、

内
容
を
審
議
し
て
相
応
し
い
企
画
を
理

事
会
に
推
薦
す
る
役
目
を
「
支
部
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。

２
０
１
４
年
度
の
事
業
の
受
付
を
始

め
た
と
こ
ろ
早
速
2
支
部
か
ら
の
申
請

が
あ
り
、
１
月
の
会
議
で
審
査
の
結
果
、

2
つ
と
も
申
請
書
の
内
容
を
修
正
の
う

え
再
申
請
を
お
願
い
し
た
。
2
月
の
会

議
で
再
提
出
さ
れ
た
案
を
審
査
の
結
果
、

理
事
会
に
対
し
広
島
支
部
「
大
学
山
岳

部
技
術
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
薦

し
、
3
月
の
理
事
会
で
第
１
号
と
し
て

事
業
補
助
対
象
事
業
と
し
て
決
定
し
た
。

初
年
度
は
20
万
円
の
補
助
を
行
な
い
、

年
度
末
の
事
業
報
告
を
審
査
し
て
次
年

度
の
補
助
金
額
を
決
定
す
る
予
定
で
あ

る
。
指
導
者
の
い
な
い
大
学
山
岳
部
の

部
員
で
、
現
在
の
活
動
に
満
足
で
き
な

い
若
者
を
訓
練
し
、
若
手
指
導
者
を
育

成
す
る
と
い
う
息
の
長
い
企
画
を
軌
道

に
乗
せ
て
、
育
て
た
若
手
リ
ー
ダ
ー
を

軸
に
し
て
若
手
会
員
の
増
加
に
寄
与
し

て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
年
度
は
良
い
事
業
補
助
申
請
が
あ

れ
ば
、
4
事
業
程
度
の
補
助
を
考
え
て

い
る
。事
業
補
助
の
目
的
で
あ
る「
会
員

増
強
」「
リ
ー
ダ
ー
育
成
」と
も
に
短
期

間
で
結
果
の
出
る
事
業
で
は
な
い
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
支
部
の
現
状

を
見
れ
ば
、
多
く
の
支
部
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
く
不
十
分
な
補
助
と
は
思
う

が
、
山
岳
会
は
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
積
極
的
な
補
助
な
ど
で
き
な
い
状
況

に
陥
る
可
能
性
が
大
き
い
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
の
補
助
金
で
あ
る
。
積
極

的
な
活
動
に
期
待
し
て
応
募
申
請
を
お

待
ち
し
て
い
る
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

新
規
性
、
有
用
性
、
将
来
展
開
、
外
部

資
金
導
入
の
可
能
性
な
ど
と
し
、
申
請

し
た
支
部
の
現
況
も
考
慮
す
る
。

（
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー　

宮
崎
紘
一
）

補
助
金
対
象
に
採
択
さ
れ
て

今
回
広
島
支
部
か
ら
申
請
し
た
「
大

学
山
岳
部
技
術
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
採
択
さ
れ
、
ま
ず
、
本
部
を
は
じ
め

日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

広
島
地
区
で
は
12
年
５
月
か
ら
標
記

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
先
行
さ
せ
、
近
隣
の

大
学
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
た
。
広
島
市
内
で
山
岳
部
が
残

っ
て
い
る
大
学
は
2
校
の
み
で
、
こ
の

2
校
を
突
破
口
に
し
て
若
い
人
た
ち
へ

の
技
術
支
援
と
組
織
化
が
で
き
な
い
か

と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
だ
っ
た
。

し
か
し
両
大
学
と
も
、
年
に
１
～
2

回
程
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
精
い
っ
ぱ
い

の
状
況
で
あ
り
、
１
年
目
は
夏
山
合
宿

へ
の
引
率
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
た
。

そ
こ
で
2
年
目
は
、
発
想
を
転
換
し
た
。

従
来
広
島
支
部
は
、
中
国
新
聞
文
化

セ
ン
タ
ー
の
登
山
講
座
に
講
師
を
派
遣

し
て
お
り
、
そ
の
講
座
に
学
生
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、１
年
間（
12

回
）
一
緒
に
山
歩
き
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
登
山
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
っ

た
ら
ど
う
か
と
い
う
発
想
だ
っ
た
。
簡

単
に
い
え
ば
、
お
金
も
払
い
登
山
技
術

も
伝
授
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
考
え
に
は
当
然
批
判
も
あ
り
得

る
。
な
ぜ
お
金
を
出
す
必
要
が
あ
る
の

か
。
今
の
学
生
に
と
っ
て
は
山
岳
部
も

仲
間
づ
く
り
の
サ
ー
ク
ル
に
過
ぎ
ず
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
れ
ば
い
い
の
だ
と
い
う
学
生
の

価
値
観
に
対
し
て
、
技
術
の
習
得
と
お

金
が
得
ら
れ
ま
す
よ
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
転
換
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
一

種
の
シ
ョ
ッ
ク
状
況
を
醸
し
出
す
こ
と

を
ね
ら
っ
た
。

さ
ら
に
、
別
の
効
果
も
生
み
出
し
た
。

他
の
講
座
受
講
生
の
反
応
で
あ
る
。
職

業
も
様
々
で
社
会
経
験
も
十
分
に
積
ん

だ
人
々
で
あ
る
。
夜
、
テ
ン
ト
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

で
、
学
生
に
と
っ
て
は
人
生
経
験
の
追

体
験
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
は
、
こ
れ
ら
学
生
が
核

と
な
り
、
す
で
に
立
ち
上
が
っ
た
学
生

ク
ラ
ブ
に
そ
の
成
果
を
委
ね
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
こ
と
が
、
今
回
の
申
請
に

お
け
る
真
骨
頂
で
あ
る
。
と
に
か
く
今
、

大
き
く
羽
ば
た
く
だ
け
の
技
術
は
確
実

に
身
に
つ
け
た
よ
う
だ
。

（
広
島
支
部
学
生
ク
ラ
ブ

 

担
当　

渡
辺
勝
俊
）

講座最終日‥比婆山管理センターで（前列右から2番目および後列右から2番目が学生スタッフ

Inform
ation

支
部
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
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２
０
１
４
年
2
月
５
日
午
後
6
時
、

有
楽
町
ニ
ュ
ー
・
ト
ー
キ
ョ
ー
本
店
ビ

ル
9
階「
ラ
・
ス
テ
ラ
」に
て
、
ち
ょ
い

と
渋
い
山
岳
講
演
会
が
行
な
わ
れ
た
。

講
師
は
イ
タ
リ
ア
人
の
二
人
。
最
初

は
、ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ
ー
ノ
。
題

し
て
「
わ
が
友
ワ
ル
タ
ー
・
ボ
ナ
ッ
テ

ィ
と
わ
が
山
人
生
」2
番
目
の
講
師
は
、

ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
テ
ィ
ゴ
ー
。
語
る
は

「
曾
祖
父
か
ら
の
4
代
目
ク
ル
マ
イ
ユ

ー
ル
山
岳
ガ
イ
ド
物
語
と
エ
ベ
レ
ス
ト

頂
上
測
量
記
」

こ
の
お
二
人
を
ご
存
じ
の
方
は
か
な

り
の
山
岳
オ
タ
ク
と
自
認
し
て
も
よ
か

ろ
う
が
、
そ
の
オ
タ
ク
が
40
人
も
い
た

こ
と
に
び
っ
く
り
。

ル
ッ
ジ
ェ
ロ・モ
ン
テ
サ
ー
ノ（R

uggero‥
M
ontesano

）74
歳
は
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
・

イ
タ
リ
ア
側
山
麓
の
ク
ル
マ
イ
ユ
ー
ル

在
住
。
か
の
ワ
ル
タ
ー
・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ

の
親
友
。
１
９
９
８
年
、
ボ
ナ
ッ
テ
ィ

夫
妻
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
含
む
山
岳
団
体
の
招

き
で
来
日
し
各
地
で
講
演
会
を
行
な
っ

た
が
、
こ
れ
に
は
日
本
側
黒
木
登
志
夫
、

イ
タ
リ
ア
側
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ

ー
ノ
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
。
日
本
山

岳
会
会
員
で
あ
る
黒
木
は
、
東
京
大
学

医
科
学
研
究
所
教
授
・
岐
阜
大
学
学
長

も
務
め
た
本
邦
有
数
の
ガ
ン
研
究
者
で

あ
る
。
世
界
的
な
ガ
ン
学
者
で
あ
り
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
ガ
ン
専
門
官
も
務
め
る
ル
ッ
ジ

ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ
ー
ノ
と
は
、
互
い
に

若
き
30
歳
代
に
リ
ヨ
ン
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
研
究

所
で
机
を
並
べ
て
以
来
の
研
究
仲
間
な

の
で
あ
る
が
、
ク
ル
マ
イ
ユ
ー
ル
と
旭

川
で
毎
年
パ
ウ
ダ
ー
ス
キ
ー
を
楽
し
み

交
流
す
る
山
仲
間
で
も
あ
る
。
今
年
は

黒
木
が
招
待
す
る
側
で
あ
っ
た
。
今
回

の
講
演
会
参
加
者
に
熊
崎
和
宏
・
皆
子

夫
妻
な
ど
98
年
の
来
日
対
応
関
係
者
が

多
い
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

２
０
０
９
年
4
月
25
日
、
第
17
回
ピ

オ
レ
ド
ー
ル
賞
で
は
、
谷
口
ケ
イ
、
平

出
和
也（
イ
ン
ド
の
カ
メ
ッ
ト
南
東
壁
）

と
、
一
村
文
隆
・
佐
藤
裕
介
・
天
野
和

明
（
イ
ン
ド
の
カ
ラ
ン
カ
峰
北
壁
）
が
、

ス
イ
ス
人
の
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
日
本

人
と
し
て
初
受
賞
し
た
。
こ
の
と
き
ボ

ナ
ッ
テ
ィ
が
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る

こ
と
は
皆
さ
ま
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ら
の
受
賞
の
実
質
的
な
決
定
は
、
そ

の
前
夜
、
委
員
長
の
ダ
グ
・
ス
コ
ッ
ト

１
９
９
２
年
、
イ
タ
リ
ア
の
エ
ベ
レ
ス

ト
遠
征
隊
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る
。
か

れ
の
矜
持
は
エ
ベ
レ
ス
ト
無
酸
素
登
頂

の
試
み
で
あ
り
、
彼
の
仕
事
は
頂
上
に

測
量
用
の
ポ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で

あ
る
。
後
者
を
完
全
に
す
る
た
め
、
そ

し
て
遭
難
者
の
救
助
作
業
の
た
め
無
酸

素
登
頂
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
が
、
隊
員

ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
テ
ィ
ゴ
ー
の
評
価
は

高
い
。
こ
の
イ
タ
リ
ア
隊
の
留
置
し
た

測
量
用
三
角
ポ
ー
ル
、
こ
れ
を
用
い
て

計
測
し
た
新
し
い
標
高
８
８
５
０
米
と

併
せ
て
、良
く
言
う
も
の
は
少
な
い
。け

れ
ど
こ
の
ポ
ー
ル
は
、
と
あ
る
世
界
初

の
偉
業
を
担
保
し
た
の
で
あ
る
。

93
年
冬
、
群
馬
県
山
岳
連
盟
に
よ
る

エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
冬
季
初
登
頂
が
試

み
ら
れ
た
。12
月
18
日
、
名
塚
・
後
藤
が

登
頂
に
成
功
。
翌
日
以
降
、
田
辺
・
江

塚
・
尾
形
・
星
野
が
続
い
た
。
誰
も
が

拍
手
喝
采
は
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
本

当
に
ホ
ン
ト
な
の
？　

と
も
思
っ
た
。

当
然
だ
ろ
う
、冬
の
南
西
壁
な
の
だ
。ヒ

マ
ラ
ヤ
登
頂
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
続
け
る
カ

ト
マ
ン
ズ
在
住
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ホ
ー
リ
ー

も
同
様
で
あ
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻

っ
て
き
た
隊
員
に
ホ
ー
リ
ー
は
聞
く
。

ホ
ー
リ
ー
「
頂
上
に
何
が
あ
っ
た
の
？
」

尾
形
好
雄
「
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
銀
色

の
ポ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
」

を
は
じ
め
選
考
委
員
が
ク
ル
マ
イ
ユ
ー

ル
の
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ
ー
ノ
の

自
宅
に
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
と
は

現
場
に
居
合
わ
せ
た
、
今
回
の
講
演
会

主
催
者
で
あ
る
竜
崇
正
や
大
倉
久
直
の

証
言
で
あ
る
。
こ
の
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
前

夜
祭
の
2
次
会
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
兼
ホ

ス
テ
ス
は
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
の
奥
方
で
あ
る

往
年
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
で
世
界
一
の

美
女
と
謳
わ
れ
た
ロ
ッ
サ
ナ
・
ポ
デ
ス

タ
で
あ
っ
た
。

天
才
ク
ラ
イ
マ
ー
の
夫
は
2
年
前
に
、

世
紀
の
美
女
た
る
そ
の
妻
は
昨
年
、
こ

の
世
に
別
れ
を
告
げ
た
。ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・

モ
ン
テ
サ
ー
ノ
は
現
在
の
登
山
界
に
及

ぼ
し
た
彼
ら
と
の
交
友
史
を
語
っ
た
。

ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ
ー
ノ
が
住
む
、‥

モ
ン
ブ
ラ
ン
を
北
に
仰
ぐ
ク
ル
マ
イ
ユ

ー
ル
は
日
本
で
い
え
ば
芦
峅
で
あ
る
。

ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ・
ペ
テ
ィ
ゴ
ー（G

iuseppe‥
P
etigax

）65
歳
は
、
曾
祖
父
の
代
か
ら

4
代
続
く
ク
ル
マ
イ
ユ
ー
ル
登
山
ガ
イ

ド
の
嫡
嗣
。
曾
祖
父
が
始
め
、
祖
父
が

組
合
会
長
と
し
て
そ
の
基
礎
を
固
め
た
、

19
世
紀
に
遡
る
ク
ル
マ
イ
ユ
ー
ル
登
山

ガ
イ
ド
組
合
の
歴
史
を
淡
々
と
語
る
。

そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、ボ
ナ
ッ
テ
ィ
、ル

ッ
ジ
ェ
ロ
の
良
き
友
人
で
あ
り
、
多
く

の
日
本
人
登
山
家
も
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
。
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
テ
ィ
ゴ
ー
は
、

Lecture

ち
ょ
い
と
渋
い
山
岳
講
演
会

千
葉
支
部　

増
山
茂
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天
空
の
地
・
チ
ベ
ッ
ト
に
て
登
山
を

行
な
い
た
い
！　

大
先
輩
・
中
村
保
氏

が
長
年
探
検
さ
れ
た
東
チ
ベ
ッ
ト
に
歩

を
進
め
、
登
山
に
て
報
い
た
い
！

こ
ん
な
思
い
を
持
つ
皆
さ
ま
と
共
に

「
勉
強
会
」を
開
催
し
ま
す
。

海
外
委
員
会
に
は
、
ロ
シ
ア
・
ネ
パ

ー
ル
・
韓
国
・
南
米
の
山
々
な
ど
に
精

通
し
た
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
さ
ら
に
新

た
な
委
員
も
集
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
２
０
０
１
年
よ
り
若

手
＆
学
生
と
Ｊ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
チ
ー
ム
と
し

て
チ
ベ
ッ
ト
継
続
遠
征
登
山
を
実
践
し

て
い
る
田
口
憲
司
委
員
を
中
心
に
、
東

チ
ベ
ッ
ト
偵
察
・
登
山
経
験
の
あ
る
加

藤
晴
久
・
片
岡
泰
彦
委
員
を
加
え
、難
し

い
要
素
を
含
ん
だ
こ
の
地
を
選
ん
で
の

第
一
弾
を
実
施
し
ま
す
。

登
山
を
目
指
し
た
勉
強
会
も
、
半
年

単
位
で
１
９
９
０
年
代
よ
り
、Ｊ　
Ｅ
Ｘ

Ｐ
チ
ー
ム
で
は
継
続
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

遠
征
準
備
会
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
り
、
東
京
農
大
・
東
北
大
・
シ
ル
バ

ー
タ
ー
ト
ル
・
都
岳
連
な
ど
の
Ｏ
Ｂ
に

加
え
、
立
大
・
早
大
・
理
科
大
・
駿
河

M
ountaineering in Tibet

チ
ベ
ッ
ト
遠
征
登
山
勉
強
会
の
ご
案
内

海
外
委
員
会　

田
口
憲
司

台
大
な
ど
山
岳
部
・
Ｗ
Ｖ
部
・
山
の
会

な
ど
か
ら
現
役
も
加
わ
り
、
企
業
内
ク

ラ
ブ
か
ら
も
、
り
そ
な
銀
行
や
川
崎
市

役
所
山
岳
部
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
同
好
会

か
ら
も
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

広
く
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の
み
な
ら
ず
山
岳

「
界
」全
般
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ
て
の

立
ち
上
げ
を
図
り
ま
す
。

山
登
り
経
験
の
浅
い
深
い
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
に
行
っ
て
み
た
い
、

こ
の
地
の
登
山
を
し
た
い
。行
っ
た
こ
と
あ

る
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
熱
意
あ
る
皆
さ
ま
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
結
び
に
は
、
登
山
の
で
き
る
小
さ

な
、
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
育
て
た
い
、
支
援
し
た
い
と
の
思

い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
な
講
師
を
呼
ん
で
の
講
演
な
ど

は
今
の
と
こ
ろ
計
画
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

勉
強
会
の
進
み
具
合
に
よ
っ
て
、
エ
リ

ア
の
精
通
者
や
、
高
所
医
療
＆
気
象
な

ど
の
専
門
家
に
お
願
い
し
て
、
登
山
を

目
指
す
企
画
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
高
所
登
山
に
向
か
う
皆
さ
ま

に
は
、
い
ま
ま
で
の
登
山
方
法
や
実
績

か
ら
、
6
～
7
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を

ご
紹
介
し
、
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
・
岩
と
雪
の
レ
ス
キ
ュ
ー

技
術
も
、
現
役
の
救
助
隊
員
か
ら
の
指

導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

海
外
委
員
会
・
チ
ベ
ッ
ト
勉
強
会

田
口
憲
司

：jktjapanjkt@
yahoo.co.jp

ホ
ー
リ
ー
「
そ
の
ポ
ー
ル
は
立
っ
て
い

ま
し
た
か
？
」

尾
形
「
い
や
、
倒
れ
て
い
ま
し
た
」

そ
の
答
え
を
聞
い
た
ホ
ー
リ
ー
は
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て「
登
頂
成
功
、お

め
で
と
う
」と
手
を
差
し
伸
べ
た
。そ
の

と
き
、
尾
形
は
一
枚
の
写
真
を
見
せ
ら

れ
た
。
群
馬
隊
の
前
に
登
頂
し
た
隊
が

撮
影
し
た
頂
上
の
写
真
だ
。
そ
こ
に
は

尾
形
が
説
明
し
た
と
お
り
の
風
景
が
写

っ
て
い
た
（
朝
日
新
聞
２
０
１
１
年
9

月
26
日
、
近
藤
幸
夫
よ
り
）。

「
あ
の
ポ
ー
ル
が
、
我
々
の
世
界
初
を

担
保
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」と
、こ
の

エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
冬
季
隊
の
隊
長
を

務
め
た
講
演
会
参
加
者
、
八
木
原
は
語

る
の
で
あ
っ
た
。

ル
ッ
ジ
ェ
ロ
・
モ
ン
テ
サ
ー
ノ
が
語

る
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
物
語
や
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・

ペ
テ
ィ
ゴ
ー
の
エ
ベ
レ
ス
ト
物
語
の
講

演
会
を
、
黒
木
や
竜
や
大
倉
が
日
本
で

組
織
す
る
の
は
ま
さ
し
く
縁
起
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
古
今
東
西
の
山
世
界
は

多
彩
な
糸
で
結
ば
れ
て
い
る
。
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ン
が
初
登
頂
に
成
功
す
る
ま
で
の
姿
を

克
明
に
追
っ
た
も
の
だ
。
2
人
の
登
頂

へ
の
ひ
た
む
き
な
姿
、
内
面
の
心
の
葛

藤
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
苦

難
と
喜
び
を
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、こ
の
映
画
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ

は
、53
年
の
秘
蔵
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
カ

ラ
ー
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、

非
常
に
い
い
状
態
で
保
存
さ
れ
、
し
か
も

最
近
、
修
復
作
業
ま
で
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
当
時
の
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を
見

る
だ
け
で
も
、
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
価
値

は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
王

立
地
理
学
協
会
が
所
有
し
て
い
る
と
い
う

登
山
中
に
撮
影
さ
れ
た
１
０
０
０
枚
を

超
え
る
35
㎜
の
カ
ラ
ー
写
真
に
加
え
、
下

山
後
、登
山
隊
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
行

な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
、

こ
の
映
画
に
厚
み
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら

に
必
要
に
応
じ
て
現
代
の
俳
優
を
起
用
、

の
」だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
幅
の
広
が
り
が
あ

る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。制
作
者
に
よ
っ

て
脚
色
さ
れ
、
さ
ら
に
誇
張
さ
れ
ド
ラ
マ

化
さ
れ
た
娯
楽
映
画
は
、「
作
り
も
の
」

だ
か
ら
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
と
い
う

利
点
も
あ
る
。
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
に
比
べ

て
も
お
お
ら
か
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

生
死
の
境
を
彷
徨
う
ド
ラ
マ
性
が
加
味
さ

れ
、
さ
ら
に
劇
場
用
の
大
画
面
と
な
れ

ば
、
自
然
や
山
そ
の
も
の
が
持
つ
映
像
の

美
し
さ
や
動
画
の
迫
力
と
相
ま
っ
て
、

私
た
ち
は
い
と
も
た
や
す
く
山
岳
映
画
の

虜
に
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。

世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
と
第
2
の

高
峰
Ｋ
2
の
初
登
頂
を
描
い
た
話
題
作

が
、
５
月
と
6
月
に
続
け
て
上
映
さ
れ

る
。
と
も
に
世
界
初
登
頂
と
い
う
歴
史

的
な「
大
事
件
」を
素
材
に
し
て
い
る
だ

け
に
、
映
画
フ
ァ
ン
に
も
山
好
き
に
も

見
逃
せ
な
い
映
画
で
あ
る
。

﹃
ビ
ヨ
ン
ド
・
ザ
・
エ
ッ
ジ
歴
史

を
変
え
た
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
﹄は
、イ

ギ
リ
ス
が
国
の
威
信
を
か
け
て
人
類
未

踏
の
８
８
４
８
ｍ
の
頂
点
に
挑
み
、

数
々
の
苦
難
を
乗
り
超
え
て
、１
９
５

３
年
５
月
29
日
、
ヒ
ラ
リ
ー
と
テ
ン
ジ

今
春
、
山
岳
映
画
の
話
題
作
が
続
け

て
上
映
さ
れ
る
。
新
作
も
あ
る
し
、
期

間
限
定
で
山
岳
映
画
特
集
と
し
て
再
上

映
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
4
月
か
ら
５
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
、山
は
新

緑
や
残
雪
に
輝
く
ひ
と
き
わ
美
し
い
季

節
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
だ
け
山
の
映
画

が
そ
ろ
う
と
、
映
画
好
き
の
山
好
き
に

は
と
て
も
悩
ま
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。も
ち
ろ
ん
、山
で

ま
さ
に
リ
ア
ル
な
体
験
を
積
む
の
も
い

い
だ
ろ
う
が
、
劇
場
で
山
に
思
い
を
馳

せ
る
楽
し
さ
も
捨
て
が
た
い
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、ち
ょ
っ
と
映
画
か
ら
離

れ
て
、活
字
の
世
界
に
お
け
る
小
説
と
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。小
説
は
作
り
も
の
だ
が
、そ
れ
だ

け
に
ド
ラ
マ
性
を
強
調
し
た
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
の
楽
し
み
も
あ

る
。
一
方
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

事
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
圧
倒
的
な
強
さ

が
あ
る
は
ず
だ
。
ど
ち
ら
も
優
劣
つ
け

が
た
く
、
各
自
の
嗜
好
に
よ
っ
て
楽
し

め
ば
い
い
の
だ
が
、
映
画
の
世
界
と
な

る
と
少
し
趣
向
も
異
な
っ
て
く
る
。

特
に
山
岳
映
画
の
場
合
、「
作
り
も

「ビヨンド・ザ・エッジ歴史を変えたエベレスト初登頂」
6月28日より角川シネマ有楽町などで上映
©2013‥GFC（EVEREST）LTD.ALL‥RIGHTS‥RESERVED

「K2　初登頂の真実」5月10日よりヒューマントラストシネマ有楽町
©2012‥REDFILM,‥RAI‥Fiction‥&‥TERRA‥
INTERNATIONALE‥FILMPRODUKTIONEN‥GmbH

「春を背負って」6月14日より全国東宝系公開
©2014「春を背負って」製作委員会

C
ulture

に
ぎ
や
か
な
こ
の
春
の
山
岳
映
画

神
長
幹
雄

上映全16作品概要（制作年代順）上映日時、詳細は公式HP　www.yamaeiga.com‥へ
「雪の立山、針の木越え」（1923）大正期に冬山登山を撮影。日本の山岳映画の原点といえる記録映画。
「雪の薬師、槍越え」（1923-4） 「雪の立山、針の木越え」に続いて撮影された貴重な記録映画。
「聖山」（1926・ドイツ） 先駆者アーノルド・ファンク監督による「山岳映画」の誕生を告げた伝説的名作。
「死の銀嶺」（1929・ドイツ） 世界初の冬山航空撮影を行なった映画で、昭和5年に日本でも大ヒット。
「モンブランの嵐」（1930・ドイツ） 後に映画監督として有名になったレニ･リーフェンシュタールが主演。
「新しき土」（1936・日本/ドイツ） 16歳の原節子が振袖姿で北アルプス・焼岳を登る。日本初の国際合作映画。
「銀嶺の果て」（1947） 戦後初の山岳映画で三船敏郎のデビュー作。黒澤明が脚本。
「氷壁」（1958） 有名なザイル切断事件を題材にした井上靖のベストセラー小説を映画化。
「黒い画集　ある遭難」（1961） 松本清張原作。山岳遭難とミステリーが緻密にミックスされた名作。
「山の讃歌　燃ゆる若者たち」（1962）篠田正浩監督作品。登山に挑む若者を親子の葛藤を織り込んで描く。
「八甲田山」完全版（1977） 公開時のカットシーンを復元した「完全版」をニュープリント35㎜フィルムで上映。
「聖職の碑」（1978） 新田次郎原作。小学校の修学登山中に起きた遭難事故の顛末を描くヒューマン・ドラマ。
「植村直己物語」（1986） エベレスト、アラスカ、北極などで極地ロケを敢行した話題の超大作。
「アイガー北壁」（2008・ドイツ/オーストリア/スイス）アルプス登攀史上最大の悲劇と呼ばれた実話を最新の技術で映画化。
「剱岳　点の記」（2009） 『八甲田山』『聖職の碑』を撮った名カメラマン木村大作の初監督作品。
「ヒマラヤ　運命の山」（2009・ドイツ） 標高差4500ｍの壁に挑んだ登山家メスナーの実話。圧倒的な山岳映像。
T＆K‥テレフィルム　03-3486-6881
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ら
な
い
企
画
で
あ
ろ
う
。

簡
単
な
映
画
の
紹
介
は
、
一
覧
表
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
今
回

の
企
画
で
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
貴

重
な
初
期
の
ド
イ
ツ
映
画﹃
聖
山
﹄﹃
死

の
銀
嶺
﹄﹃
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
嵐
﹄の
3
作

品
。
ど
れ
も
ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ク

の
監
督
作
品
で
あ
り
、
後
に
映
像
作
家

と
し
て
有
名
に
な
っ
た
レ
ニ
・
リ
ー
フ

ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
が
主
演
し
て
い
る
話

題
作
で
あ
る
。
ま
た﹃
雪
の
立
山
、針
の

木
越
え
﹄﹃
雪
の
薬
師
、
槍
越
え
﹄の
2

作
品
は
、
と
も
に
大
正
後
期
、
積
雪
期

の
北
ア
ル
プ
ス
踏
破
に
挑
ん
だ
一
行
の

姿
を
35
㎜
フ
ィ
ル
ム
に
記
録
、
日
本
の

山
岳
映
画
の
原
点
と
も
い
わ
れ
る
も
の
。

作
品
解
説
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

4
月
26
日
14
時
の
１
回
限
り
の
特
別
上

映
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
一
連

の
山
岳
映
画
を
俯
瞰
し
て
見
る
と
、「
人

は
な
ぜ
山
に
登
る
の
か
」
と
い
う
永
遠

の
テ
ー
マ
に
行
き
着
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
人
間
の
ド
ラ
マ
」に
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
映
画
を
見
な

が
ら
、
そ
の
隠
さ
れ
た
課
題
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
実
際
に
映
画
館
に
足

を
運
ん
で
映
画
を
楽
し
ん
で
み
て
も
ら

い
た
い
。

「
19
世
紀
末
に
誕
生
し
た
映
画
の
１
０

０
年
を
超
え
る
歴
史
の
な
か
で
、
山
を

舞
台
に
し
た
作
品
は
、
ご
く
初
期
の
こ

ろ
か
ら
登
山
や
ス
キ
ー
の
愛
好
者
の
手

で
記
録
映
画
が
撮
影
さ
れ
て
い
た
ん
で

す
。
や
が
て
大
規
模
な
映
画
の
興
行
が

事
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
20
世
紀
初

頭
に
は
、
劇
場
用
映
画
作
品
と
し
て
極

地
や
辺
境
の
山
を
舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ

作
品
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
来

脈
々
と
山
岳
映
画
は
作
り
継
が
れ
て
い

る
。
今
回
の
企
画
は
、
20
世
紀
初
頭
の

黎
明
期
か
ら
現
在
ま
で
、﹃
山
岳
映
画
﹄

の
系
譜
を
俯
瞰
す
る
試
み
で
も
あ
り
ま

す
」今

回
の
特
集
上
映
作
品
は
、
日
本
に

お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
と
な
っ
た

大
正
期
の
貴
重
な
記
録
映
像
に
始
ま
り
、

「
山
岳
映
画
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成

し
た
ド
イ
ツ
の
先
駆
者
ア
ー
ノ
ル
ド
・

フ
ァ
ン
ク
の
主
要
作
品
。
そ
し
て
戦
後

初
の
山
岳
映
画﹃
銀
嶺
の
果
て
﹄を
は
じ

め
、﹃
氷
壁
﹄﹃
八
甲
田
山
﹄﹃
植
村
直
己

物
語
﹄﹃
劔
岳　

点
の
記
﹄な
ど
日
本
映

画
の
名
作
が
続
く
。﹃
ア
イ
ガ
ー
北
壁
﹄

や﹃
ヒ
マ
ラ
ヤ　

運
命
の
山
﹄の
よ
う
に
、

登
山
史
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
話
題

作
の
数
々
。
合
計
16
の
作
品
が
、
2
週

間
に
わ
た
っ
て
複
数
回
上
映
さ
れ
る
。

見
逃
し
て
い
る
映
画
愛
好
者
に
は
た
ま

い
る
は
ず
だ
。
登
山
史
上
の
著
名
な
登
山

家
が
ま
た一
人
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

﹃
劔
岳　

点
の
記
﹄
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た

木
村
大
作
監
督
の﹃
春
を
背
負
っ
て
﹄も
、

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
原
作
者
の
笹
本

稜
平
氏
の
了
解
を
得
て
、
舞
台
を
奥
秩

父
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の
立
山
に
移
し
、

山
小
屋
で
の
人
と
人
と
の
温
か
い
心
の

触
れ
合
い
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

﹃
八
甲
田
山
﹄﹃
鉄ぽ

っ
ぽ
や

道
員
﹄
な
ど
数
々
の

名
作
を
生
み
出
し
て
き
た
名
カ
メ
ラ
マ
ン

の
力
量
は
、
こ
の﹃
春
を
背
負
っ
て
﹄で

も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
北
ア

ル
プ
ス
北
部
の
中
心
に
位
置
す
る
大
汝
休

憩
所
を
舞
台
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の

映
像
の
美
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
は
さ
す
が

木
村
大
作
と
う
な
ら
せ
る
。「
山
を
撮
る

な
ら
立
山
連
峰
し
か
な
い
。
３
６
０
度
ど

こ
を
切
り
取
っ
て
も
画
に
な
る
」
と
い
う

監
督
の
言
葉
ど
お
り
、雄
大
な
立
山
の
自

然
が
画
面
いっ
ぱ
い
に
展
開
さ
れ
る
。

映
画
好
き
、
山
好
き
に
堪
え
ら
れ
な
い

の
が
、
4
月
19
日
か
ら
５
月
2
日
ま
で
東

京
都
写
真
美
術
館
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
る

「
山
岳
映
画
特
集
―
―
黎
明
期
の
ド
イ
ツ

映
画
か
ら
日
本
の
名
作
ま
で
」で
あ
る
。

今
回
、こ
の
山
岳
映
画
特
集
を
企
画
し

た
Ｔ
＆
Ｋ
テ
レ
フ
ィ
ル
ム
の
水
木
浩
生

氏
は
、
山
岳
映
画
の
歴
史
と
今
回
の
特

集
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

再
現
映
像
を
加
え
る
と
い
う
試
み
が
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
ド
ラ
マ

で
も
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
映
画
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。

一
方
﹃
Ｋ
2　

初
登
頂
の
真
実
﹄
は
、

そ
の
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
54
年
の
イ

タ
リ
ア
隊
の
初
登
頂
に
ま
つ
わ
る
登
山

家
た
ち
の
葛
藤
と
齟
齬
を
描
い
た
映
画

で
あ
る
。「
非
情
の
山
」と
恐
れ
ら
れ
て

い
た
Ｋ
2
の
、
名
誉
あ
る
初
登
頂
を
果

た
し
た
の
は
ア
ッ
キ
レ
・
コ
ン
パ
ニ
ョ

ー
ニ
と
リ
ノ
・
ラ
チ
ェ
デ
リ
の
2
人
。

本
来
な
ら
国
を
挙
げ
て
祝
福
さ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
が
、イ
タ
リ
ア
は「
登
頂
は
隊

全
体
の
名
誉
」と
し
て
、そ
の
名
前
を
公

表
し
な
か
っ
た
。
初
登
頂
を
め
ぐ
る
ク

ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
思
惑
、
名
誉
を
懸
け

て
長
年
争
わ
れ
た
訴
訟
…
…
。

初
登
頂
に
ま
つ
わ
る
疑
惑
は
氷
解
す

る
こ
と
も
な
く
、
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
映
画
に
譲
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
こ
の
映
画
の
主
人
公
で
も
あ
る

ワ
ル
テ
ル・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
に
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
彼
は
、
２
０
１
１
年
9
月
13
日
、
ガ

ン
の
た
め
に
81
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
大
変
な
知
日
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
。
来
日
し
た
折
、
私
も
岩
木
山
で
の

山
登
り
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
飾
ら
な
い
気
さ
く
な
人
柄
が
、
日

本
の
多
く
の
岳
人
に
も
好
印
象
を
残
し
て
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①「
公
募
」で
は
あ
る
が
、
な
ん
ら
か
の

形
で
「
役
に
立
つ
」
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
あ
ま
り
学
術
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
て
専
門
的
な
も
の
は
避
け
た
い
。

②
テ
ー
マ
の
斬
新
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を

最
重
視
す
る
。
地
理
的
な
発
見
が
ほ
と

ん
ど
見
込
め
な
い
現
在
、
発
想
の
ユ
ニ

ー
ク
さ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
の
要
請
に

応
え
る
た
め
に
も
、「
環
境
」「
国
際
協

力
」
も
あ
る
程
度
、‥

視
野
に
入
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

④
内
容
、
発
想
と
も
に
優
れ
た
も
の
は
、

市
販
で
き
る
よ
う
な
報
告
書
を
作
成
。

●
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
調
査
実
施
時
期　

平
成
27
年
度
中
に

実
施
す
る

②
募
集
期
間　

平
成
26
年
4
月
1
日
～

平
成
26
年
7
月
31
日

③
審
査
と
発
表　

平
成
26
年
9
月
中
に

審
査
し
、
理
事
会
で
決
定
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
会

報「
山
」に
発
表
。

３
極
限
探
求
登
山
隊

日
本
山
岳
会
で
は
平
成
元
年
よ
り
、

海
外
登
山
基
金
制
度
か
ら
の
助
成
を
長

年
に
わ
た
っ
て
行
な
い
、
各
方
面
か
ら

大
き
な
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ギ
リ
ギ
リ
ボ
ー
イ
ズ
ほ
か
近
年
、
高
難

度
の
高
峰
登
山
を
継
続
的
に
行
な
っ
て

・
募
集
期
間　

平
成
26
年
4
月
１
日
～

平
成
26
年
6
月
30
日

・
審
査
と
発
表　

随
時
審
査
し
、
発
表

す
る
。

②
平
成
27
年
度
派
遣
登
山
隊

・
募
集
期
間　

平
成
26
年
7
月
１
日
～

平
成
26
年
12
月
31
日

・
審
査
と
発
表　

随
時
審
査
し
、
発
表

す
る
。

２
学
術
調
査
登
山
隊

こ
れ
ま
で
に
も
日
本
山
岳
会
は
多
く

の
学
術
調
査
登
山
隊
を
派
遣
、
そ
の
た

び
に
優
れ
た
実
績
と
調
査
報
告
書
を
作

成
、
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
公
募
」を
前
提
と
し
て
、
発
想
が
ユ
ニ

ー
ク
で
テ
ー
マ
の
斬
新
さ
、
お
も
し
ろ

さ
に
最
重
点
を
置
く
こ
と
を
特
徴
と
し

て
い
ま
す
。
未
知
、
未
踏
と
言
わ
れ
る

地
域
が
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い
現
代
に

お
い
て
、
独
創
性
豊
か
な
テ
ー
マ
に
よ

る
学
術
調
査
登
山
隊
の
派
遣
は
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
の
編
成
な
ど
の
条
件
は
原

則
と
し
て
問
い
ま
せ
ん
が
、
最
低
で
も

会
員
１
名
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

●
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

日
本
山
岳
会
は
、
創
立
以
来
の
海
外

登
山
の
輝
か
し
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
世
界
の
ほ
と
ん
ど

の
高
峰
が
登
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や

海
外
登
山
の
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
近
年
は
海
外
登
山

の
派
遣
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
以
下
の
海
外
登
山
隊
を
募

集
し
、
選
考
さ
れ
た
登
山
隊
に
対
し
て

は
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

記

１
支
部
海
外
登
山
隊

海
外
登
山
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
と

と
も
に
支
部
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
支
部
が
主
体
的
に
実
施

す
る
海
外
登
山
隊
を
募
集
し
ま
す
。

初
登
頂
や
難
易
度
等
に
は
こ
だ
わ
り

ま
せ
ん
が
、
単
な
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
あ

る
い
は
観
光
的
な
登
山
は
助
成
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。
安
全
、
自
然
保
護

へ
の
配
慮
等
も
含
め
た
、
日
本
山
岳
会

ら
し
い
海
外
登
山
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
平
成
26
年
度
派
遣
登
山
隊

い
る
日
本
人
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
、
ピ

オ
レ
ド
ー
ル
等
世
界
的
な
権
威
あ
る
登

山
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が

海
外
登
山
基
金
の
助
成
対
象
登
山
隊
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
限
り
あ
る

資
金
が
、
若
い
優
秀
な
ク
ラ
イ
マ
ー
た

ち
の
育
成
に
有
効
に
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
先
鋭
的
な
登
山
は
、
少
人
数
、

軽
装
備
で
実
施
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
ク
ラ
イ
マ

ー
に
と
っ
て
海
外
登
山
は
費
用
の
か
か

る
大
事
業
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
１

１
０
周
年
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
登

山
基
金
助
成
事
業
の
拡
大
版
と
し
て
、

１
１
０
周
年
記
念
海
外
登
山
隊
の
募
集
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ー
ト
が
大
き
く
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

至
急
そ
の
旨
Ｊ
Ａ
Ｃ
事
務
局
に
連
絡
を

入
れ
、
再
審
査
を
受
け
る
。
審
査
の
結

果
に
よ
っ
て
は
返
金
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
る
。

④
登
山
報
告
を
１
２
０
０
字
程
度
の
原

稿
に
し
て
、
会
報「
山
」に
出
稿
・
掲
載

す
る
。
そ
の
際
、「
こ
の
登
山
隊
は
公
益

社
団
法
人
日
本
山
岳
会
海
外
登
山
基
金

の
助
成
を
受
け
て
お
り
ま
す
。」と
い
う

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
文
中
に
記
載
す
る
。

⑤
各
種
登
山
報
告
会
お
よ
び
年
次
晩
餐

会
の
報
告
会
に
講
演
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
は
、
で
き
る
限
り
協
力
す
る
。

ま
た
助
成
金
の
金
額
は
、
そ
の
内
容

に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
と
し
、
随

時
、
会
報「
山
」で
発
表
い
た
し
ま
す
。

続
い
て
学
生
部
・
若
手
会
員
登
山
隊

の
募
集
も
行
な
い
ま
す
が
、
詳
細
は
追

っ
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

所
定
の
様
式
（
事
務
局
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
）に
内
容
の
概
略
を
記
入
し
、計

画
書
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

日
本
山
岳
会
事
務
局

０
３　
３
２
６
１　
４
４
３
３

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
）

日
本
人
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
活
躍
を
サ

ポ
ー
ト
し
、困
難
を
求
め
て
の
挑
戦
、新

し
い
課
題
へ
の
挑
戦
、
ユ
ニ
ー
ク
で
パ

イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
に
あ
ふ
れ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
登
山
隊
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
第
１
次
募
集

・
登
山
実
施
時
期　

平
成
27
年
2
月
1

日
～
平
成
27
年
7
月
31
日
の
期
間
で
の

出
発

・
募
集
締
切　

平
成
26
年
12
月
1
日

・
審
査
と
発
表　

平
成
26
年
12
月
中
に

審
査
し
、
理
事
会
で
決
定

②
第
2
次
募
集

・
登
山
実
施
時
期　

平
成
27
年
8
月
1

日
～
平
成
28
年
1
月
31
日
の
期
間
で
の

出
発

・
募
集
締
切　

平
成
27
年
6
月
1
日

・
審
査
と
発
表　

平
成
27
年
6
月
中
に

審
査
し
、
理
事
会
で
決
定

な
お
、
助
成
対
象
隊
に
は
、
以
下
の

条
件
を
了
承
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
登
山
計
画
書
の
表
紙
お
よ
び
文
章
中
、

登
山
隊
名
の
一
部
に「
日
本
山
岳
会
」の

文
字
を
記
載
す
る
。

②
登
山
隊
が
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ

た
場
合
は
、
原
則
全
額
返
金
し
て
い
た

だ
く
。

③
登
山
隊
の
対
象
と
す
る
山
ま
た
は
ル

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

支
部
ル
ー
ム
開
設

四
国
支
部

四
国
支
部
が
2
月
、
ル
ー
ム
を
徳
島

県
東
部
の
徳
島
市
川
内
町
に
開
設
し
た
。

仁
木
稔
会
員
が
管
理
す
る
平
屋
建
て
建

物
の
ほ
と
ん
ど（
約
76
平
方
ｍ
）を
無
償

利
用
さ
せ
て
も
ら
う
か
た
ち
で
、
会
議

室（
約
40
人
）、
応
接
室（
約
10
人
）、
資

料
閲
覧
・
共
同
装
備
保
管
室
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
完
備
の
キ
ッ
チ
ン
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ト
イ
レ
の
ほ
か
、
駐
車
場（
約
30
台
）が

あ
る
。
四
国
支
部
会
員
が
一
年
中
、
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
っ
そ
く
、
定
期
的
に
開
い
て
い
る

会
員
有
志
の
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
ほ

か
、
２
０
１
４
年
度
総
会
を
開
催
す
る

予
定
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
山

行
の
待
ち
合
わ
せ
、
他
支
部
・
他
団
体

と
の
交
流
に
も
活
用
す
る
。
近
く
に
は

大
型
入
浴
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
た
め
、
マッ
ト
と
シ
ュ

ラ
フ
を
持
参
す
れ
ば
自
炊
・
宿
泊
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
徳
島
市
中
心
部
の
Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
か
ら
車
で
約
15
分
、
主
要
幹

線
道
の
国
道
11
号
や
徳
島
自
動
車
道
・

徳
島
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
8
分
の
距
離
に
あ
る
。

仁
木
会
員
は
、
剣
山
山
系
の
三
嶺
の

北
麓
登
山
口（
三
好
市
東
祖
谷
山
管
生
）

で
管
理
し
て
い
る
山
荘「
菅
生
ロ
ッ
ジ
」

も
、
四
国
支
部
設
立
当
初
か
ら
無
償
で

提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
定
例
山
行
や

個
人
山
行
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て

利
用
し
た
り
、「
子
ど
も
登
山
学
校
」を

開
い
た
り
し
て
活
用
し
て
い
る
。

ル
ー
ム
、
山
荘
と
も
に
支
部
の
資
産

開設された四国支部のルーム
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福
岡
支
部

岳
人
の
つ
ど
い　
「
山
の
講
演
会
」

開
催福

岡
支
部
恒
例
の「
岳
人
の
つ
ど
い
」

が
、
今
年
も
2
月
9
日（
日
）午
後
２
時

か
ら
福
岡
県
太
宰
府
市
の
太
宰
府
館
・

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
会
員
外

の
登
山
愛
好
家
も
含
め
て
約
１
６
０
人

が
参
加
し
た
。

今
回
の
目
玉
は「
山
の
講
演
会
」。

倉
智
清
司
会
員
の
巧
み
な
司
会
で
始

ま
っ
た
。「
つ
ど
い
」で
は
、
ま
ず
中
馬

董
人
福
岡
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
福
岡
支
部
事
務
局
長
の
渡
部
秀
樹

氏（
福
岡
登
高
会
会
員
）に
よ
る
講
演
が
、

「
世
界
の
山
々
を
歩
い
て
」
と
題
し
て
、

美
し
い
山
々
の
映
像
上
映
を
伴
い
な
が

ら
行
な
わ
れ
た
。

氏
の
山
行
歴
は
、
国
内
の
ほ
か
海
外

渡
航
50
ヶ
国
、
２
０
０
回
以
上
、
世
界

各
地
に
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
奥
地
調

査
行
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
足
跡
を
残
し

て
い
る
。
特
に
ブ
ー
タ
ン
、
ラ
ダ
ッ
ク

を
含
む
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
へ
は
、
宗
教

や
文
化
の
調
査
研
究
を
兼
ね
て
、
約
30

年
間
で
50
回
を
超
え
る
。

講
演
は
、
①
「
世
界
の
山
々
を
歩
い

て
」、
②「
探
検
的
山
旅
─
高
緯
度
の
山

に
遊
ぶ
」の
2
部
構
成
で
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
、
ス
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
や
ピ
レ
ネ
ー
、
さ

ら
に
北
米
・
ロッ
キ
ー
山
脈
や
グ
ラ
ン
ド

サ
ー
ク
ル
、
南
米
、
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

サ
ザ
ン
ア
ル
プ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

至
る
ま
で
、
自
ら
歩
い
て
見
て
き
た
体

で
は
な
い
も
の
の
、
１
年
中
、
24
時
間

に
わ
た
っ
て
自
由
に
利
用
で
き
る
点
で

支
部
活
動
を
間
違
い
な
く
有
意
義
に
し

て
く
れ
て
い
る
。
今
後
、
管
理
方
法
を

き
ち
ん
と
決
め
、
一
層
、
積
極
的
な
利

用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

 

（
瀧
由
喜
子
）

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

験
談
と
、
そ
の
魅
力
や
楽
し
み
方
、
注

意
点
な
ど
を
具
体
的
に
話
し
て
い
た
だ

い
た
。

さ
ら
に
探
検
的
山
旅
を
テ
ー
マ
に
、

北
極
圏
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
、
ス
ピ

ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ウ

ェン
ゾ
リ
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
サ
ハ
ラ
砂
漠
、
ベ

ト
ナ
ム
・
フ
ァ
ン
シ
ー
パ
ン
か
ら
チ
ベ
ッ
ト

の
山
域
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
経
験
に

基
づ
い
て
熱
く
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

特
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
に
位
置
す
る
カ

ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
に
つ
い
て
は
、
福
岡

支
部
が
5
次
に
わ
た
っ
て
調
査
隊
を
送

り
、未
踏
峰
の
ゲ
ム
ソ
ン
グ
峰（
６
４
５

０
ｍ
）
初
登
頂
計
画
を
立
て
た
経
緯
が

あ
る
だ
け
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
た
。

講
演
会
終
了
後
、
午
後
5
時
か
ら
同

会
場
で
懇
親
会
（
岳
人
の
つ
ど
い
新
年

会
）が
開
か
れ
、56
人
が
参
加
。
2
時
間

に
わ
た
っ
て
、
山
を
愛
す
る
者
同
士
で

新
春
を
祝
い
、
山
の
話
に
花
を
咲
か
せ

て
交
流
を
深
め
た
。
会
場
で
は
、
世
界

の
山
・
ミ
ニ
写
真
展
も
同
時
開
催
さ
れ
、

講
演
会
と
併
せ
て
大
変
好
評
だ
っ
た
。

な
お
、福
岡
支
部
主
催
の
こ
の「
岳
人

の
つ
ど
い
」に
は
、九
州
登
山
情
報
セ
ン

タ
ー
（
山
の
図
書
館
）の
後
援
、福
岡
県

山
岳
連
盟
と
福
岡
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

の
協
賛
を
い
た
だ
き
、
福
岡
地
区
の
幅

広
い
岳
人
の
集
ま
り
と
な
っ
た
。

（
高
木
荘
輔
）

北
九
州
支
部

門
司
区
の
風
師
山
に
槇 

有
恒
氏

の
略
歴
碑

マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た
日
本
隊
の
隊

長
を
務
め
た
元
日
本
山
岳
会
会
長
、
槇

有
恒
氏
の
功
績
を
伝
え
る
略
歴
碑
が
3

渡部秀樹氏の講演
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が
協
力
し
て
略
歴
碑
が
併
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

当
日
は
午
前
10
時
よ
り
関
門
海
峡
か

ら
の
強
風
と
ミ
ゾ
レ
交
じ
り
の
天
候
の

中
、本
部
か
ら
森
会
長
が
参
加
さ
れ
、地

元
の
登
山
愛
好
家
や
日
本
山
岳
会
の
メ

ン
バ
ー
ら
60
人
が
集
ま
り
、
除
幕
式
が

行
な
わ
れ
た
。
略
歴
碑
は
縦
１
０
０
㎝
、

横
70
㎝
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
。
近
代
ア
ル

ピ
ニ
ズ
ム
の
開
拓
者
・
紹
介
者
な
ど
槇

氏
の
功
績
や
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
を
報
告

す
る
た
め
、
九
州
各
地
を
訪
問
し
、
関

門
海
峡
を
見
渡
す
風
師
山
に
登
っ
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

関
口
北
九
州
支
部
副
支
部
長
の
司
会

に
よ
り
、
森
会
長
、
地
元
山
の
会
代
表

に
よ
り
日
本
山
岳
会
旗
が
除
幕
さ
れ
、

ス
テ
ン
レ
ス
で
で
き
た
略
歴
碑
が
姿
を

現
す
。
除
幕
後
、
森
会
長
に
よ
り
槇
氏

の
紹
介
と
想
い
出
、
風
師
山
早
朝
登
山

会
代
表
世
話
人
の
菱
田
哲
郎
氏
は
堤
甚

五
郎
元
風
師
山
早
朝
登
山
会
会
長
の
想

い
出
、
北
九
州
支
部
の
丹
下
洽
氏
が
略

歴
碑
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

記
念
碑
、
略
歴
碑
は
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
、
槇
氏
の
功
績
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
締
め
く
く
り
除
幕
式
は
終
了

し
た
。‥

（
竹
本
正
幸
）

月
21
日
、門
司
区
の
風
師
山（
３
６
２ｍ
）

山
頂
に
設
置
さ
れ
、除
幕
式
が
行
な
わ
れ

た
。
風
師
山
山
頂
に
は
、す
で
に
槇
氏
来

訪
の
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。‥

昨
年

2
月
末
、
森
武
昭
会
長（
当
時
、
常
務
理

事
）
が
風
師
山
に
登
ら
れ
た
と
き
に
「
最

近
の
若
い
人
は
、
槇
さ
ん
が
ど
ん
な
人
だ

っ
た
か
分
か
ら
な
い
。寂
し
い
ね
」と
言

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
日

本
山
岳
会
北
九
州
支
部
と
地
元
山
岳
会

高
澤
光
雄
・
著

『
山
旅
句
エ
ッ
セ
ー
集
』2013年10月発行　

北海道出版企画センター刊
Ａ5判 225㌻
定価1800円＋税

著
者
の
高
澤
光
雄
氏
は
、北
海
道
の
登

山
資
料
の
熱
心
な
収
集
者
で
あ
り
、多
く

の
著
作
で
登
山
史
を
ま
と
め
て
こ
ら
れ
た

人
だ
が
、俳
人
で
も
あ
る
。
本
書
の
カ
バ
ー

「
樽
前
山
」（
水
彩
画
）も
同
氏
の
筆
に
な

る
も
の
で
、
多
才
さ
に
あ
き
れ
る
。

本
書
に
収
録
さ
れ
た「
山
旅
」と「
山

岳
俳
句
」
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
と
紀
行

は
、
著
者
が
所
属
す
る
結
社
・
道
の
句

誌﹃
道
﹄に
13
年
余
に
わ
た
っ
て
連
載
さ

れ
た
も
の
と
新
た
に
書
き
加
え
た
１
０

０
篇
と
の
こ
と
で
あ
る
。

著
者
の
旅
の
足
跡
が
、ネ
パ
ー
ル
、ブ

ー
タ
ン
、米
国
、カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
山
々

や
、
北
海
道
は
も
と
よ
り
国
内
の
隅
々

ま
で
及
ん
で
い
て
び
っ
く
り
す
る
。
秋

の
恐
山
、
倶
利
伽
羅
峠
、
小
松
市
の
芭

蕉
句
碑
な
ど
ま
め
ま
め
し
い
取
材
の
旅

な
の
で
あ
る
。

「
日
本
百
名
山
の
四
阿
山
」は
、
深
田
百

名
山
を
巡
る
初
秋
の
山
旅
で
、
晴
天
の

下
、四
阿
山
頂
上
の
大
展
望
を
堪
能
し
て
、

・
花げ

童ど
う

子じ

の
栄
華
を
偲
ぶ
秋
の
蝉

‥

光
雄

「
深
田
久
弥
と
山
岳
俳
句
」は
、深
田
氏

と
著
者
と
の
出
会
い
が
語
ら
れ
、
北
海
道

の
山
へ
同
行
し
た
帰
途
に
、
深
田
氏
が
詠

ん
だ
軽
妙
な
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
山
岳
俳
句
の
台
頭
」
は
、
松
尾
芭

蕉
、石
橋
辰
之
助
ほ
か
の
秀
作
12
句
を
挙

げ
て
、
肩
の
凝
ら
な
い
俳
論
と
な
っ
て
い
る
。

「
山
岳
俳
句
の
す
す
め
」
で
は
自
作
の

5
句
を
掲
出
し
て
い
る
。

・
防
人
の
比
羅
夫
の
像
や
散
る
紅
葉

‥

光
雄

山
岳
俳
句
を
た
し
な
む
こ
と
を
薦
め

て
、
結
び
と
し
て
い
る
。　
　（松

澤
節
夫
）

図
書
紹
介

除幕式には多くの岳人が参集した

槇さんの略歴碑
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収
録
さ
れ
て
い
る
絵
は
、爽
や
か
に
、静

か
に
、
柔
ら
か
く
四
季
の
山
の
気
を
表

現
し
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て

そ
こ
に
、
つ
ぶ
や
き
の
よ
う
な
短
文
か

ら
コ
ン
ト
風
の
山
便
り
ま
で
、
い
ず
れ

も
簡
潔
・
的
確
な
表
現
の
文
が
寄
り
添

う
。帯
に
は
そ
れ
が「
絵
と
こ
と
ば
の
二

重
奏
」「
山
の
絵
に
こ
と
ば
が
寄
り
添

う
画
文
集
」「
聴
こ
え
る
で
し
ょ
う
か

　

山
の
さ
さ
や
き
」「
絵
筆
が
奏
で
る

山
の
音
色
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
。的
を

射
た
内
容
紹
介
だ
が
、
ど
れ
に
も「
音
」

が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
著
者
は「
音
」に
対
し
て
優
れ
た
感

受
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
、
収
録
さ

れ
て
い
る
絵
に
も
こ
と
ば
に
も
、
通
奏

低
音
の
よ
う
に
音
楽
的
な
響
き
が
流
れ

て
い
る
。
こ
の
本
は
、
絵
と
こ
と
ば
と

音
楽
と
の
三
重
奏
と
も
言
え
る
。

す
べ
て
が
静
か
で
穏
や
か
。
絵
に
も

文
に
も
勇
壮
な
、
お
お
げ
さ
な
世
界
は

な
い
。
騒
が
し
い
世
間
と
は
隔
絶
し
た
、

落
着
き
の
あ
る
雰
囲
気
が
全
体
を
貫
い

て
い
る
。
山
に
行
く
時
間
が
と
れ
な
い

と
き
、
あ
る
い
は
心
屈
し
た
と
き
、
こ

の
本
を
開
け
ば
、
静
謐
で
貴
重
な
、
無

く
し
て
は
な
ら
な
い
世
界
に
憩
う
こ
と

が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

‥

（
大
森
久
雄
）

中
村
好
至
恵
・
著

『
心
に
映
る
山
』

2014年2月
白山書房刊
Ｂ5判変型　114㌻
定価　1800円＋税

画
文
集
で
あ
る
。
著
者
は
武
蔵
野
美

術
大
油
絵
学
科
卒
。
30
代
に
な
っ
て
か

ら
山
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。
自
然
界
に

触
れ
て
波
長
が
合
っ
た
の
か
、
自
分
の

立
ち
位
置
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
登

り
を
楽
し
む
と
同
時
に
山
や
植
物
な
ど

に
題
材
を
見
出
し
て
、
個
展
・
グ
ル
ー

プ
展
で
発
表
し
て
き
た
。季
刊
誌﹃
山
の

本
﹄に
も
作
品
を
発
表
し
て
い
る
が
、そ

れ
を
核
と
し
て
そ
の
他
の
作
品
（
絵
と

文
）を
合
わ
せ
て
編
ん
だ
著
作
。

画
家
が
絵
を
発
表
す
る
の
は
当
然
だ

が
、
不
思
議
な
こ
と
に
絵
描
き
に
は
文

章
の
上
手
な
人
が
多
い
。
山
の
世
界
で

も
足
立
源
一
郎
、坂
本
直
行
、上
田
哲
農
、

山
里
寿
男
、
畦
地
梅
太
郎
、
加
藤
泰
三
、

辻
ま
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
独
特
の
味

わ
い
の
あ
る
文
章
を
書
く
。
こ
の
著
者

の
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

「
春
夏
秋
冬
」「
心
に
映
る
山
」「
山
の

画
文
帖
」「
挿
絵
」「
山
の
話
」と
5
つ
の

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
絵
と
文
と
の
協
奏
に
な
っ
て
い
る
。

図書受入報告（2014年3月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

東京都写真美術館‥（編） 黒部と槍：冠松次郎と穂苅三寿雄 203p／25cm 東京都写真美術館 2014 発行者寄贈

北山クラブ‥（編） 北山に入る日：京都北山の詩人・金久昌業のことば 162p／26cm 北山クラブ 2014 発行者寄贈

長岡ハイキングクラブ‥（編）山なかま：室賀輝男さん追悼誌 223p／26cm 長岡ハイキングクラブ 2014 発行者寄贈

権藤司‥（編） 山から始まる自然保護：山の自然学クラブ会報（第 13 号）No.13 180p／30cm 山の自然学クラブ 2014 発行者寄贈

早稲田大学岳友会‥（編） 火山からの贈り物‥-‥風・さわやか‥霧ケ峰で学ぶ『火山灰』と『黒曜石』‥ 48p／30cm 早稲田大学岳友会 2013 発行者寄贈

早稲田大学岳友会‥（編）「くろよん」と私‥-‥私のかかわった「くろよん」‥ 44p／30cm 早稲田大学岳友会 2013 発行者寄贈

衛藤征士郎‥他‥（監修） いま「山の日」制定：「山の日」祝日化の論点 151p／21cm 書苑新社 2014 発行者寄贈

松尾良彦‥ 写真と年表で見る九州登山史：九州の<山と人 >の記録 192p／26cm 櫂歌書房 2014 出版社寄贈

下田俊幸‥（編） 「登山を楽しくする科学（Ⅵ）」フォーラム：2014年3月15日（土） 17p／30cm JAC科学委員会 2014 当会発行

和田城志‥ 剱沢幻視行：山恋いの記 367p／21cm 東京新聞 2014 出版社寄贈

青山学院大学山岳部（編） ひるがえる部旗‥：2013 青山学院大学第 2次アウトライアー登山隊報告書 79p／30cm 青山学院大学山岳部 2014 発行者寄贈

Ian‥R.‥Mitchell Prelude‥to‥Everest‥‥：Alexander‥Kellas,‥Himalayan‥Mountaineer 288p／24cm Luath‥Press 2011 購入

Wade‥Davis Into‥the‥Silence‥‥：The‥Great‥War,‥Mallory‥and‥the‥Conquest‥of‥Everest 655p／24cm Bodley‥Head 2011 購入

Peter‥Zuckerman Buried‥in‥the‥Sky‥ 285p／21cm Norton‥&‥Company 2012 購入

Tom‥Walker The‥Seventymile‥Kid‥‥ 301p／23cm Mountaineers‥Books 2013 購入

Harriet‥Tuckey Everest：The‥First‥Ascent 400p／24cm Rider 2013 購入

Jim‥Perrin Shipton‥&‥Tilman：The‥Great‥Decade‥of‥Himalayan‥Exploration 412p／24cm Hutchinson 2013 購入

Tim‥Hannigan Murder‥in‥the‥Hindu‥Kush‥：George‥Hayward‥and‥the‥Great‥Game 254p／24cm History‥Press 2011 購入

D.Bhalla,‥‥K.Verma East‥of‥Kangchendzonga‥ 432p／23cm Kaleidolndia 2011 購入

D.Bhalla,‥‥K.Verma Brahma's‥Creation‥‥ 432p／23cm Kaleidolndia 2011 購入

D.Bhalla,‥‥K.Verma Children‥of‥the‥Dawn‥ 432p／23cm Kaleidolndia 2011 購入
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平
成
25
年
度
第
11
回（
３
月
度
）理
事
会

議
事
録 

日
時
：
平
成
26
年
3
月
12
日
㈬
19
時
～

21
時
50
分

場
所
：
日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
節
田
・
黒
川
・
古

野
各
副
会
長
、
高
原
・
吉
川
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
大
槻
・
落

合
・
勝
山
・
川
瀬
・
直
江
・
野

口
・
山
賀
・
山
田
各
理
事
、
吉

永
・
浜
崎
各
監
事

【
審
議
事
項
】　

１
・
平
成
26
年
度
事
業
計
画
書
・
予
算

書（
案
）に
つ
い
て（
高
原
・
吉
川
） 

別
添
資
料
に
よ
り
担
当
理
事
が
説
明

し
、
詳
細
に
検
討
し
た
。‥

〈
承
認
〉

２
・
埼
玉
支
部
5
周
年
記
念
チ
ュ
ル
ー

最
東
峰
登
頂
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
遠
征
事

業
に
つ
い
て（
吉
川
）

別
添
資
料
に
よ
り
担
当
理
事
が
説
明

し
、
当
会
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
、
お
よ
び
参

加
隊
員
の
旅
費
自
己
負
担
分
に
つ
い
て

詳
細
に
検
討
し
た
。‥

〈
承
認
〉

３
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て（
高
原
）

27
人
の
入
会
希
望
者
が
あ
っ
た
。

‥

〈
承
認
〉

【
協
議
事
項
】 

１
・
当
会
主
催
山
行
に
お
け
る
山
行
連

絡
お
よ
び
事
後
連
絡
フ
ロ
ー
に
つ
い
て

（
川
瀬
）

別
添
資
料
に
よ
り
支
部
・
委
員
会
等

へ
の
周
知
を
経
て
か
ら
実
施
す
る
。
ま

た
、
当
資
料
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

２
・
委
員
会
規
程
に
つ
い
て（
高
原
）

宮
坂
七
郎
・
著

『
信
州
の
山
』
北
信
・
東
信
編　

『
同
』
中
信
・
南
信
編

2013年8月
信毎書籍出版センター刊
A4判 北信・東信編186㌻
中信・南信編 192㌻
定価各2000円＋税

山
小
屋
や
山
の
麓
の
登
山
口
で
よ
く

目
に
す
る
手
書
き
の
絵
地
図
。
多
く
は

山
小
屋
の
主
人
や
地
元
の
登
山
愛
好
家

が
実
際
に
そ
の
山
に
登
っ
て
書
き
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
絵
地
図
は
登
山
道
や

コ
ー
ス
の
様
子
が
登
山
者
の
視
点
で
描

か
れ
て
い
る
の
で
地
形
図
と
併
用
し
て

使
う
と
、
と
て
も
役
に
立
つ
。
な
に
よ

り
も
地
形
図
に
は
な
い
、
人
の
手
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
楽
し
い
。

こ
れ
ま
で
、
手
書
き
の
絵
地
図
は
な

か
な
か
本
に
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

こ
の
た
び
信
州
の
山
４
３
０
山
に
つ
い

て
描
か
れ
た
絵
地
図
が
北
信
東
信
編
・

中
信
南
信
編
の
2
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、

﹃
信
州
の
山
﹄と
し
て
信
毎
書
籍
出
版
セ

ン
タ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
絵
地
図
を

描
い
た
の
は
伊
那
市
在
住
の
ベ
テ
ラ
ン

登
山
愛
好
家
、
宮
坂
七
郎
氏
。
登
山
を

始
め
て
47
年
、
そ
の
間
に
自
ら
の
足
と

目
で
記
録
し
て
き
た
長
野
県
内
の
山
の

情
報
が
カ
ラ
フ
ル
な
絵
で
楽
し
く
、
わ

か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
。

山
へ
の
ア
ク
セ
ス
、ト
イ
レ
、駐
車
場
、

登
山
口
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
目
安
と

な
る
歩
行
時
間
、
目
印
や
見
ど
こ
ろ
が

わ
か
り
や
す
い
絵
で
描
い
て
あ
っ
て
、

下
手
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
ず
っ
と
役

に
立
ち
そ
う
で
あ
る
。ま
た
、北
ア
ル
プ

ス
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
著
名
な
山
だ

け
で
は
な
く
、
地
元
の
登
山
愛
好
家
で

な
け
れ
ば
知
ら
な
い
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー

な
山
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
う

れ
し
い
。表
紙
カ
バ
ー
に
は「
初
心
者
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
そ
の
場
で
役
立
つ
絵

地
図
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」と
あ
る
が
、ま
さ

に
そ
の
と
お
り
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
絵
地
図

に
は
評
者
が
そ
の
山
を
歩
い
た
と
き
に

感
じ
た
印
象
と
違
っ
て
い
る
部
分
が
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
本

書
に
収
め
ら
れ
た
山
を
登
っ
た
こ
と
の

あ
る
人
に
は
同
じ
よ
う
な
感
想
を
も
ら

す
向
き
も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
人
に
よ
っ
て
登
っ
た
山

の
印
象
が
違
う
の
は
あ
っ
て
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
納
め
ら
れ
て
い
る
絵
地
図

は
あ
く
ま
で
も
宮
坂
氏
の
視
点
で
描
か

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
を
押
さ

え
ず
に
、
や
み
く
も
に
本
書
を
ガ
イ
ド

と
し
て
利
用
す
る
の
は
賢
い
こ
と
で
は

な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
は
手
作
り
感

た
っ
ぷ
り
の
楽
し
さ
満
載
の
本
で
あ
る
。

無
味
乾
燥
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
飽
き
た

人
に
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ペ
ー
ジ
を

開
く
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

 

（
近
藤
雅
幸
）

会

務

報

告
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3月3月

3
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く

り
の
会　

青
年
部

4
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

5
日　

常
務
理
事
会‥

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

6
日　

学
生
部

7
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会

10
日　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

11
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ　

山
岳
研
究

所
運
営
委
員
会

12
日　

理
事
会
山
想
倶
楽
部
休
山
会

13
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ　

内
容
を
さ
ら
に
検
討
し
、
次
回
理
事

会
に
お
い
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
実
施
規
程
に

つ
い
て（
黒
川
）

今
年
度
は
従
来
ど
お
り
と
し
、
来
年

度
以
降
に
規
程
の
見
直
し
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
。

【
報
告
事
項
】 

１
・
Ｐ
Ｔ
、
Ｗ
Ｇ（
１
１
０
周
年
、「
山
の

日
」
制
定
、家
族
登
山
、ル
ー
ム
検
討
）
か

ら
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。（
黒
川
、山
賀
、
吉
川
、
高
原
）

２
・
関
西
支
部
か
ら
の
支
部
事
業
補
助

金
申
請
に
つ
い
て
、
補
助
の
目
的
に
沿
っ
た

内
容
で
の
再
提
出
を
要
請
し
た
。（
森
）

３
・
一
般
財
団
法
人
白
神
山
地
財
団
か

ら
の
助
成
金
受
入
れ
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。（
吉
川
）‥

４
・
山
研
水
道
工
事
に
関
す
る
関
係
省

庁
と
の
調
整
状
況
・
工
事
日
程
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
大
槻
）

５
・
本
部
役
員
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
北

九
州
支
部
、
広
島
支
部
の
行
事
に
、
会

長
が
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
高
原
）

６
・
稟
議
書
の
導
入
、
会
費
の
銀
行
口

座
引
き
落
と
し
制
度
の
導
入
、
理
事
の

職
務
権
限
規
程
、
理
事
会
運
営
方
法
の

改
善
等
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
の
報
告

が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

７
・
平
成
26
年
度
新
永
年
会
員
該
当
者

は
49
名
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
高
原
）

８
・
除
籍
予
定
者
が
52
名
（
平
成
26
年

3
月
末
会
費
滞
納
の
場
合
）
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。（
高
原
）

９
・
会
員
名
簿
発
行
は
、
所
要
経
費
・

個
人
情
報
の
取
扱
い
等
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
全
会
員
配
布
用
の
会
員
名
簿
は

発
行
せ
ず
、支
部
・
本
部
委
員
会
等
、事

務
上
必
要
な
場
合
に
限
定
し
て
、会
員

番
号
・
氏
名
・
連
絡
先
の
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

10
・
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
支
部
に
お
い
て
随
時
実
施
で
き
る
よ

う
、
本
部
作
成
の
資
料
を
支
部
に
提
供

す
る
。
本
部
に
お
い
て
は
、
7
月
５
日

㈯
に
実
施
す
る
。（
佐
藤
）

11
・
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム

管
理
者
を
変
更
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。（
高
原
）‥

12
・
当
会
所
蔵
の
図
書
を
、
東
京
都
写

真
美
術
館
に
お
い
て
展
示
す
る
た
め
貸

出
し
た
。（
節
田
）‥

13
・
事
務
局
職
員
の
平
成
26
年
度
職
員

給
与
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）‥

14
・
新
コ
ピ
ー
機
を
導
入
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）‥

15
・
山
岳
関
係
者
を
招
い
て
ネ
パ
ー
ル

大
使
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
当

会
か
ら
役
員
4
名
参
加
し
た
。（
高
原
）

16
・
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
か
ら
第
31

期
役
員
名
簿
が
送
付
さ
れ
た
。（
高
原
）

17
・
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
か
ら
新
役
員

の
名
簿
が
送
付
さ
れ
た
。（
高
原
）‥

18
・
尾
瀬
を
守
る
会
か
ら
環
境
大
臣
に

提
出
し
た
提
言
が
送
付
さ
れ
た
。（
高

原
）

19
・
会
報
2
月
号
訂
正
お
よ
び
3
月
号

の
発
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
（
節

田
）

【
今
後
の
予
定
】 

１
・
日
山
協
と
の
連
絡
会
3
月
17
日
㈪

２
・
槇
有
恒
氏
記
念
碑
説
明
文
看
板
除

幕
式（
北
九
州
支
部
）3
月
21
日
㈮

３
・
内
閣
府
へ
の
平
成
26
年
度
事
業
計

画
書
、
予
算
書
提
出
3
月
28
日
㈮

４
・
全
国
支
部
会
議
（
支
部
事
務
局
会

議
）9
月
20
㈯
～
21
日
㈰

平
成
26
年
度
第
１
回（
4
月
度
）理
事
会

案
内

日
時　

平
成
26
年
4
月
9
日
㈬
19
時
よ

り

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室　

議
題　

１
・
寄
付
金
等
事
前
申
請
に
つ

い
て

2
・
そ
の
他
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14
日　

九
五
会

15
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
の

自
然
学
研
究
会

17
日　

資
料
映
像
委
員
会　

総
務
委
員
会

18
日　

二
火
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

19
日　

三
水
会　

青
年
部　

つ
く
も
会

20
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

科
学

委
員
会　

み
ち
の
り
山
の
会

24
日　

緑
爽
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

25
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ

26
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

海
外
委
員
会　

高
尾
の
森
づ

く
り
の
会

27
日　

学
生
部　

山
遊
会　

公
益
法
人

運
営
委
員
会

28
日　

学
生
部　
「
山
の
日
」制
定
Ｐ
Ｔ

31
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

遭

難
対
策
委
員
会

3
月
来
室
者　

４
６
８
名

会
員
異
動（
３
月
分
）

物
故

川
口
俊
幸（
５
３
２
９
）　

14
・
1
・
11

小
野　

健（
５
７
０
４
）　

14
・
3
・
17

橋
立
直
保（
６
２
１
８
）　

14
・
3
・
22

矢
野
賢
二（
１
５
１
６
３
）14
・
3
・
3

退
会

甘
利
敬
直（
６
１
４
０
）

平
林
芳
夫（
７
６
９
５
）　

岐
阜

泉　

久
恵（
７
７
５
１
）

野
澤
順
治（
７
８
３
７
）　

千
葉

前
田
中
庸（
７
８
６
８
）　

青
森

長
尾
武
彦（
８
２
５
１
）　

東
京
多
摩

木
辺
正
夫（
８
３
２
９
）　

東
九
州

浅
井
計
一（
８
９
０
５
）　

越
後

糸
賀
忠
彦（
８
９
１
２
）　

静
岡

池
田
智
恵（
９
６
６
０
）

藪
内
卓
男（
９
８
０
５
）　

山
陰

佐
々
木
幸
雄（
９
９
８
０
）北
海
道

林　

辰
夫（
１
０
０
９
１
）京
都
・
滋
賀

早
崎
裕
久（
１
０
１
９
４
）

森　
　

博（
１
０
２
４
５
）静
岡

足
立
孝
也（
１
０
２
５
６
）東
京
多
摩

藤
宗
正
彦（
１
０
２
６
６
）

佐
藤
美
男（
１
０
３
７
１
）

金
豊
治
郎（
１
０
８
３
２
）秋
田

藤
原　

登（
１
１
０
１
１
）

佐
々
木
ま
さ
子（
１
１
２
０
１
）宮
城

丸
尾
龍
一（
１
１
５
３
８
）

垂
澤
祥
夫（
１
１
５
６
４
）京
都
・
滋
賀

中
部
博
之（
１
１
６
０
１
）関
西

岩
崎
真
知（
１
１
６
０
４
）

中
島
眞
一（
１
１
７
７
０
）岐
阜

小
山
茂
男（
１
２
３
３
８
）

藤
川
裕
子（
１
２
４
９
９
）

松
岡
榮
一（
１
２
５
２
１
）岩
手

村
田
光
昭（
１
２
５
８
８
）

小
池
征
男（
１
２
６
４
２
）

田
辺
元
祥（
１
２
８
４
８
）東
海

久
世
勝
己（
１
３
０
０
５
）東
海

坂
下
真
由
美（
１
３
２
３
２
）宮
崎

佐
々
木
和
夫（
１
３
２
４
０
）

村
中
昌
弘（
１
３
２
６
０
）福
井

斎
藤
浪
子（
１
３
３
２
６
）北
海
道

西
村
信
子（
１
３
５
２
０
）北
九
州

細
田
栄
次（
１
３
５
２
５
）静
岡

浦
田
和
夫（
１
３
５
３
０
）北
九
州

舛
木　

隆（
１
３
５
３
４
）北
九
州

菊
池　

玲（
１
３
６
２
４
）宮
崎

江
倉
則
和（
１
３
６
９
６
）

西
村
俊
二（
１
３
８
１
０
）北
九
州

原
野
幸
雄（
１
４
０
８
０
）北
九
州

中
岡
邦
男（
１
４
２
０
６
）北
九
州

川
久
保
忠
通（
１
４
２
２
１
）茨
城

梅
村
昭
治（
１
４
３
６
４
）東
海

桜
井
正
一（
１
４
４
９
０
）越
後

加
藤
健
樹（
１
４
５
０
１
）

加
藤
百
合
子（
１
４
５
５
９
）熊
本

福
田
陽
子（
１
４
８
０
７
）北
九
州

神
野
洋
通（
１
５
０
０
５
）東
海

森
田
真
史（
１
５
０
４
８
）

園
部　

保（
１
５
０
５
４
）北
海
道

村
田
幸
子（
１
５
０
８
４
）広
島

川
本
欽
也（
１
５
３
２
７
）
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よ
び
習
得
方
法
等
に
つ
い
て
実
技
中
心

に
学
び
ま
す
。
各
種
グ
ル
ー
プ
で
登
山

リ
ー
ダ
ー
を
担
う
方
及
び
ご
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

日
時
：
6
月
22
日
㈰
9
～
17
時

場
所
：
別
所
沼
会
館
・
埼
京
線
中
浦
和

駅
8
分

講
師
：
悳
秀
彦
会
員（
遭
難
対
策
委
員

会
）

定
員
：
20
名

参
加
費
：
５
０
０
円

申
込
先
：
集
会
委
員
会　

高
橋
努

：
０
９
０　
２
９
０
６　
４
３
５
６

：tom
-tak@

bk9.so-net.ne.jp

＊
参
加
者
に
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す
。

◆「
山
研
」平
成
二
十
六
年
度
開
所
案
内

 

山
研
運
営
委
員
会

4
月
の
最
終
週
末
に
山
研
周
辺
の
除

雪
、建
物
の
雪
囲
い
撤
去
、飲
料
水
確
保

な
ど
の
開
所
準
備
を
行
い
ま
す
。
会
員

の
利
用
開
始
は
4
月
28
日
㈪
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
利
用
の
申
込
み
は
従
来
ど

：
０
３　
３
７
２
３　
２
１
７
１

：yakum
oyam

ada@
t00.itscom

.net
‥

（
テ
ィ
ー
ゼ
ロ
ゼ
ロ
）　　
　

◆
新
入
会
員
の
た
め
の
企
画
「
徳
本
峠

越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

 

山
研
委
員
会

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡

を
た
ど
り
、
新
緑
の
島
々
谷
か
ら
残
雪

の
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
入
り
し
ま

す
。上
高
地
で
は
山
研
に
一
泊
し
て
、翌

日「
碑
前
祭
」に
参
加
。
新
会
員
の
仲
間

づ
く
り
を
手
助
け
す
る
企
画
で
す
。

日
程
：
５
月
31
日
㈯
～
6
月
１
日
㈰

費
用
：
１
万
２
０
０
０
円
（
１
泊
2
食
、

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
代
、
傷

害
保
険
料
）

定
員
：
20
名
（
25
年
度
入
会
の
会
員
お

よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込
：
５
月
17
日
㈯
ま
で
に
柴
山
信
夫

ま
で
。

：
０
９
０　
８
３
３
１　
４
２
１
２　

：jac-sanken@
jac.or.jp

＊
現
地
集
合
・
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
２
０
１
４
年
度
登
山
リ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
救
急
救
助
講
習

 

集
会
委
員
会

登
山
リ
ー
ダ
ー
が
救
急
救
助
に
関
し

習
得
し
て
お
く
べ
き
知
識
、
ス
キ
ル
お

お
り
直
接
山
研
（

０
２
６
３　
９
５　

２
５
３
３
）で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

開
所
か
ら
５
月
6
日
㈫
ま
で
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
事
務
局（

０
３　
３
２
６

１　
４
４
３
３
）に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◆
探
索
山
行
の
ご
案
内 

科
学
委
員
会

活
火
山
浅
間
山
の
噴
火
歴
を
訪
ね
ま

す
。
往
復
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
利
用
、
倉

渕
温
泉
は
ま
ゆ
う
荘
に
宿
泊
。

日
時
：
6
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

日
程
：
14
日
＝
7
時　

池
袋
駅
西
口
広

場
集
合
。
7
時
30
分
出
発
～
鬼

押
出
し
、
浅
間
火
山
博
物
館
、

見
学
。
小
浅
間
山
登
山
。
15
日

＝
8
時
発
～
9
時
30
分
黒
斑

山
登
山
口
発
～
黒
斑
山
山
頂

（
昼
食
）～
14
時
登
山
口
帰
着
。

19
時
池
袋
帰
着
。

参
加
費
：
2
万
円（
バ
ス
・
宿
泊
他
）

申
込
：‥

5
月
20
日
㈫
ま
で
に
山
田
誠

（
探
索
山
行
担
当
）へ

〒
１５2　
００23
目
黒
区
八
雲
2　
25　
17　

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

第16回「秩父宮記念山岳賞」の推薦募集について
 秩父宮記念山岳賞審査委員会
　第16回「秩父宮記念山岳賞」の推薦（他薦に限る）を
次のとおり受け付けますので、事務局まで資料をご
請求ください。
当会のＨＰを活用される方は、推薦募集の詳細を掲
載しておりますので、推薦要項・所定様式（ダウンロー
ド可能）などご参照ください。
　多数の推薦をお待ちしております。
　本賞は公益目的事業でありますから、受賞者を本
会会員またはグループに限定しておりません。
◎対象分野　 ・登山活動  

・山岳に関する文化的活動、学術的業績
◎提出先　　日本山岳会内　秩父宮記念山岳賞事務局
◎締め切り　平成26年8月31日
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❖
編
集
後
記
❖

◦
巻
頭
記
事
は
、
長
野
県
山
岳
遭
難
防

止
対
策
協
会
か
ら
い
た
だ
い
た
。
遭
難

事
故
は
、
登
山
を
す
る
も
の
に
と
っ
て

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
い
。
け
れ
ど

実
の
と
こ
ろ
、
死
亡
事
故
以
外
の
も
の

が
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
、

い
っ
た
い
ど
の
程
度
の
件
数
の
事
故
が

発
生
し
て
い
る
か
、
そ
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
見
過
ご
し
が
ち
だ
。

今
回
は
、
県
内
の
事
故
実
態
を
詳
細
に

伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

◦
と
こ
ろ
で
現
在
、﹃
山
﹄5
月
号
準
備

中
だ
。
巻
頭
記
事
は
、
大
学
山
岳
部
の

現
状
レ
ポ
ー
ト
を
予
定
い
て
い
る
。
全

国
70
近
い
大
学
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼

し
た
け
れ
ど
、
返
信
は
10
校
に
満
た
な

い
少
な
さ
。
お
近
く
に
大
学
山
岳
部
員

が
い
る
方
、
母
校
の
部
と
今
で
も
お
付

き
合
い
の
深
い
方
は
、ぜ
ひ
ご
一
報
、ご

協
力
く
だ
さ
い
。‥

（
柏
澄
子
）

日本山岳会所蔵資料紹介 No.10
［資産番号］
［資 料 名］
［部 門 名］
［寄 贈 者］
［受 入 日］

10081～10160
茨木猪之吉
絵画
横山駒子
2000年10月11日

茨木猪之吉（1888 〜 1944）の絵画42点が寄贈されている。そのほとんどが未発表・未公開の一級資料
である。そのなかより数点を紹介する。茨木については1月（824）号、所蔵資料紹介NO.9に詳しい。

茨木より寄贈された資料（画帳、絵画）は、2002年10 〜 12月に当時の寄託先であった長野県北安曇郡
の池田町立美術館にて展覧会が開催され、その後は保管されたままであった。委員会では、この一級資
料の保管および公開の場について検討を重ねてきた。結果、近日中に長野県大町市の市立大町山岳博物
館に寄託することとし、準備をすすめている。

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映像委員会へアクセスすると、
「会報ページそのもの」を「拡大およびカラー」で見ることができます。活用ください。また、公開資料に
関する情報・ご意見・ご教示など、次までお寄せください。 jacshiryo102@jac.or.jp（資料映像委員会）

①下鴨森（水彩・紙 32.0×50.0）
1904 年制作

②上松（水彩・紙 34.0×50.5）‥
1907 年制作

⑥題不明（風景）
（油彩・画布 45.5 × 53.0）‥
制作年不明

③題不明（風景）
（水彩・紙 33.6 × 49.4）‥
制作年不明

⑦高原秋景　八ヶ岳高原より‥
（油彩・板 24.3 × 33.4）‥
1933 年制作

④岩本村（水彩・紙 34.0×50.5）‥
1907年制作

⑧題不明（風景）‥
（水彩・紙 34.5 × 51.3）‥
1910 年代制作

⑤題不明（風景）
（水彩・紙 50.3×34.3）
制作年不明




